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いいね！
を押して
応援し て ね ♥

トマトレアチーズケーキ
●材料（2人分）
　水切りヨーグルト… 200g
　クリームチーズ…… 150g
　生クリーム………… 100cc

●作り方
　①柔らかくしたクリームチーズ・砂糖を良く混ぜる。
　②２～3時間程度水切りしたヨーグルトを少しずつ加えて混ぜる。
　③生クリームとレモン汁を良く混ぜ、②に混ぜる。
　④型に流して所々にジャムを散らし、冷やす。

南アルプスの自然や歴史を知ることができる展示のほか、
図書や井戸端コーナーなどがあり交流の場にもなっていま
す。

南アルプス市芦安芦倉１５７０／ TEL055-288-2125 ／
9：00～17：00 ／水曜休館／中学生以上 500 円、小学生
250 円

　生まれも育ちも埼玉県の熊谷で
す。「あぁ、あの暑いところ！」って
よく言われます ( 笑 ) 甲府と同じで
すね。 主人の転職がきっかけで、主
人の故郷である南アルプス市に来
ました。 それまでは駅前の繁華街に
住んでいたので、ギャップに馴染め
るか心配されたりしましたが、人見
知りということもあって、今の生活
は私にとってちょうど良い感じで
す。 子どもが通っている小学校も、
先 生 た ち が と て も よ く 見 て く だ
さ っ て、み ん な ピ ュ ア で い い 子 に
育っていますよ。 子どもの成長して
いく姿をみると、本当に南アルプス
市に来てよかったなぁと思います。

何と言っても！くだもの！
　もう一つ、南アルプス市に来て幸
せだと思うのは、美味しいくだもの
がたくさんあること ! !  月に数回で
すが、家の片隅で地元のくだものや
　

野菜を使った手作りマフィンを販
売 し て い ま す。 こ ん な に く だ も の
たっぷりのマフィンが作れるなん

て、ここに来るまでは想像できませ

んでした。 地元で食べるくだものは

みずみずしくて、幸せの味。「火を通

す」なんてもったいない気もします

が、焼いて水分が飛び、味がぎゅっと

濃縮された果肉も、ほっぺが落ちそ

うになるくらい美味しいです！ そ

の美味しい組み合わせを考えるのが

楽しくて楽しくて…。 「こんなくだ

もの使いたいな」と思えば、家族が育

ててくれたりもします。食べ物にも

環境にも、人にも恵まれた生活です。

青柳 由子さん移住者
interview

南アルプス芦安山岳館

◆居住履歴
埼玉生まれ  →  ＼南アルプス市／ 

「いつか自分のお菓子のお店を」と
いう夢を実現♡ 子育てをしながら、
無理なく両立中。

料理監修 : Chizuru Aoki

ファーム
フィールド

トリップ

ちょうどよく、心地良い暮らし

コーヒー・紅茶の
お供にぜひ♡

市内の特産品を使った
リメイクスイーツを
紹介します！

　レモン汁……… 小さじ1～2
　砂糖…………… 40g
　トマトジャム… 適量
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閉じる 表 示

○○地区に避難勧告が
発表されました。

　ここ数年、全国各地で地震や大雨による土砂災害等が頻発しており、それらを教訓として、男女共同参画の
視点からの災害対応の必要性、重要性が考えられるようになりました。
　たとえば、「避難所運営への女性の参加」、「要配慮者（病気や障害のある方、外国籍の方など）、乳幼児や
要介護者のいる世帯への対応」など、「災害時でも一人一人の人権が守られ、可能な限り安心して生活できる
環境を整えること」。それが被災後の心の復興にもつながっていくのではないでしょうか。
　今年度、ハーモニープラン推進会議※では「防災」を切り口に男女共同参画の推進・啓発を行なっていきます。
災害時においても一人一人の人権が尊重される環境づくりをとおして「性別や世代に関わらず共に参画し暮らし
やすい地域づくり」を目指します。
　この機会に、皆さんも一緒に男女共同参画、防災について考えてみましょう。

※男女共同参画の推進を図るため、市と市民で組織された会議

男女共同参画の視点で考える防災
９月は防災月間です

●災害はいつ起こるか分かりません。日頃から近所の方とあいさつをしたり、

　地域とのつながりを大切にしましょう。また、普段から地域の活動にも積極

　的に参加しましょう。それが、もしものときの助け合いに大きな力となって
　いきます。

●普段からみんなで意見の言いやすい地域づくりをめざしましょう。女性をは

　じめ、さまざまな立場の方の経験や意見を取り入れることは、平時、災害時

　を問わず、多くの人にとって過ごしやすい環境にもつながるのではないで

　しょうか。

家族写真、お菓子、ぬいぐるみ、
おもちゃ（ゲーム）など。

❶ 鍋に水を入れて沸騰させる（雨水や川の水でも可）。
❷ ポリ袋に米（洗えない場合はそのままでよい）・米と同量のきれいな水を入れる。
　 袋の空気を抜き、きつく閉め、ざるの中に入れる（ふくらむ分を考慮し米より
　 少し上を結ぶ）。

❸ 沸騰した鍋の中に②をざるごと入れる。鍋の中が常に沸騰している状態を保ち
　 ながら、３0分ほど煮て出来上がり。

かぼちゃ100ｇ・さとう小さじ1・しょうゆ小さじ1・水大さじ1　
❶ かぼちゃを食べやすい大きさに切る。
❷ 食材と調味料をポリ袋に入れ、空気を抜き、上のほうを結ぶ。熱が通りやすい
　 ように材料を広げる。

❸ 沸騰した鍋の中に②をざるごと入れる。鍋の中が常に沸騰している状態を保ち
　 ながら、３0分ほど煮て出来上がり。

シーチキン1/4（汁ごと）・じゃがいも1/2個・玉ねぎ1/4個・にんじん少々・
めんつゆ小さじ1
野菜を食べやすい大きさに切る。その後の作り方はカボチャの煮物と同様。

普段から活用できる防災食普段から活用できる防災食 子どもや料理に
慣れない方でも簡単に
作れるレシピです。

この機会に家族みんな
で作ってみませんか。

●高密度ポリエチレン袋を使用する。
●炊飯は水の量を調整すると赤ちゃん
　や高齢者向けにおかゆにもできる。
●主食とおかずを同時に一つの鍋で
　作ると水やガスの節約になる。

南アルプス市総合防災訓練
資料提供：ＮＰＯ法人あんふぁんねっと
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スマートフォンでも防災・災害情報、
生活情報を配信中！

Androidの場合コチラ→

無料アプリ「南アルプス info」で防災・災害情報、生活情報を配信しています
また、緊急情報を受信したら、プッシュ通知ですぐにお知らせします。

インストール終了後アプリを起動する
だけで利用できます。

iOS コチラ→の場合

…はで域地

●家族の事情に合わせて避難グッズを準備しましょう。
　※乳幼児用品、女性用品、介護用品、薬やメガネ、入れ歯など普段使っているもの。

●子どもや高齢者だけの状況など、普段頼りにしている家族がいない状況で

　被災する場合もあります。どんな行動をとればよいか、また避難場所や連

　絡手段などを普段から話し合っておきましょう。

…はで庭家

　家族それぞれが自分なりのリラックスできるものを袋に入れて、非常
用バックに入れておきましょう。
　災害時には緊張が強いられ、最初にストレスのピークが高まるのは
３日目と言われています。３日目ボックスは、そういった時に、心身を
癒す方法の一つとなります。

3日目ボックスを作ってみよう3日目ボックスを作ってみよう

大好きな●●

９月３日（日）
８時 ～ 10時（小雨決行）

O N E  P O I N T  A D V I C E

【ポリ袋レシピ】ビニール炊飯

カボチャの煮物（１人前）

ツナじゃが（１人前）

ポリ袋レシピのポイント

 利 用 方 法
下記 QR コードから「南アルプス info」
アプリをダウンロードしてください。

災害、防災、火災などの緊急情報は
プッシュ通知されます。

積 極 的 に 参 加 し て く だ さ い

実施日
時　間

    23 



閉じる 表 示

○○地区に避難勧告が
発表されました。

　ここ数年、全国各地で地震や大雨による土砂災害等が頻発しており、それらを教訓として、男女共同参画の
視点からの災害対応の必要性、重要性が考えられるようになりました。
　たとえば、「避難所運営への女性の参加」、「要配慮者（病気や障害のある方、外国籍の方など）、乳幼児や
要介護者のいる世帯への対応」など、「災害時でも一人一人の人権が守られ、可能な限り安心して生活できる
環境を整えること」。それが被災後の心の復興にもつながっていくのではないでしょうか。
　今年度、ハーモニープラン推進会議※では「防災」を切り口に男女共同参画の推進・啓発を行なっていきます。
災害時においても一人一人の人権が尊重される環境づくりをとおして「性別や世代に関わらず共に参画し暮らし
やすい地域づくり」を目指します。
　この機会に、皆さんも一緒に男女共同参画、防災について考えてみましょう。

※男女共同参画の推進を図るため、市と市民で組織された会議

男女共同参画の視点で考える防災
９月は防災月間です

●災害はいつ起こるか分かりません。日頃から近所の方とあいさつをしたり、

　地域とのつながりを大切にしましょう。また、普段から地域の活動にも積極

　的に参加しましょう。それが、もしものときの助け合いに大きな力となって
　いきます。

●普段からみんなで意見の言いやすい地域づくりをめざしましょう。女性をは

　じめ、さまざまな立場の方の経験や意見を取り入れることは、平時、災害時

　を問わず、多くの人にとって過ごしやすい環境にもつながるのではないで

　しょうか。

家族写真、お菓子、ぬいぐるみ、
おもちゃ（ゲーム）など。

❶ 鍋に水を入れて沸騰させる（雨水や川の水でも可）。
❷ ポリ袋に米（洗えない場合はそのままでよい）・米と同量のきれいな水を入れる。
　 袋の空気を抜き、きつく閉め、ざるの中に入れる（ふくらむ分を考慮し米より
　 少し上を結ぶ）。

❸ 沸騰した鍋の中に②をざるごと入れる。鍋の中が常に沸騰している状態を保ち
　 ながら、３0分ほど煮て出来上がり。

かぼちゃ100ｇ・さとう小さじ1・しょうゆ小さじ1・水大さじ1　
❶ かぼちゃを食べやすい大きさに切る。
❷ 食材と調味料をポリ袋に入れ、空気を抜き、上のほうを結ぶ。熱が通りやすい
　 ように材料を広げる。

❸ 沸騰した鍋の中に②をざるごと入れる。鍋の中が常に沸騰している状態を保ち
　 ながら、３0分ほど煮て出来上がり。

シーチキン1/4（汁ごと）・じゃがいも1/2個・玉ねぎ1/4個・にんじん少々・
めんつゆ小さじ1
野菜を食べやすい大きさに切る。その後の作り方はカボチャの煮物と同様。

普段から活用できる防災食普段から活用できる防災食 子どもや料理に
慣れない方でも簡単に
作れるレシピです。

この機会に家族みんな
で作ってみませんか。

●高密度ポリエチレン袋を使用する。
●炊飯は水の量を調整すると赤ちゃん
　や高齢者向けにおかゆにもできる。
●主食とおかずを同時に一つの鍋で
　作ると水やガスの節約になる。

南アルプス市総合防災訓練
資料提供：ＮＰＯ法人あんふぁんねっと

「
南
ア
ル
プ
ス
i
n
f
o
」
ト
ッ
プ
画
面

スマートフォンでも防災・災害情報、
生活情報を配信中！

Androidの場合コチラ→

無料アプリ「南アルプス info」で防災・災害情報、生活情報を配信しています
また、緊急情報を受信したら、プッシュ通知ですぐにお知らせします。

インストール終了後アプリを起動する
だけで利用できます。

iOS コチラ→の場合

…はで域地

●家族の事情に合わせて避難グッズを準備しましょう。
　※乳幼児用品、女性用品、介護用品、薬やメガネ、入れ歯など普段使っているもの。

●子どもや高齢者だけの状況など、普段頼りにしている家族がいない状況で

　被災する場合もあります。どんな行動をとればよいか、また避難場所や連

　絡手段などを普段から話し合っておきましょう。

…はで庭家

　家族それぞれが自分なりのリラックスできるものを袋に入れて、非常
用バックに入れておきましょう。
　災害時には緊張が強いられ、最初にストレスのピークが高まるのは
３日目と言われています。３日目ボックスは、そういった時に、心身を
癒す方法の一つとなります。

3日目ボックスを作ってみよう3日目ボックスを作ってみよう

大好きな●●

９月３日（日）
８時 ～ 10時（小雨決行）

O N E  P O I N T  A D V I C E

【ポリ袋レシピ】ビニール炊飯

カボチャの煮物（１人前）

ツナじゃが（１人前）

ポリ袋レシピのポイント

 利 用 方 法
下記 QR コードから「南アルプス info」
アプリをダウンロードしてください。

災害、防災、火災などの緊急情報は
プッシュ通知されます。

積 極 的 に 参 加 し て く だ さ い

実施日
時　間

    23 



南アルプス市社会福祉協議会

ふくし相談支援センターからのお知らせ

社協本所にいます。
大須賀（若草）・小林（櫛形）・飯田（甲西）

CSWの主な活動

　最近、時々耳にするようになったコミュニティソーシャルワー
カー（CSW）をご存知ですか。
　CSWは、困りごとを抱えたご本人やご家族などからの相談に応
じ、課題の解決に向けた取組みをします。 そして市民のみなさま
の見守り等の活動や支え合い体制の構築など地域の方々と一緒に
福祉課題の解決を図る、地域福祉のコーディネーターの役割も担
います。
　南アルプス市では、第3次南アルプス市地域福祉計画に基づき、
平成28年度から委託事業として、CSWを南アルプス市社会福祉協
議会ふくし相談支援センターに5名配置し、生きづらさを抱えてい
る一人一人に寄り添い、きめ細かな相談支援を行なっています。

CSW
コミュニティ
ソーシャルワーカ―

ボランティア

福祉サービス

支援を
必要とする人

地域の皆さん
近所の方や民生委員

相
談
支
援支援 支援

支援 支援

私たちが、『あなたのまち』の相談員です
日々の生活の中で「困ったなぁ」「大丈夫かな」と思ったらご連絡を

白根げんき館にいます。
森本（白根）・髙石（八田・芦安）

様々な困りごとを抱えた方に寄り添いながら一緒に問題解決に取り組みます。

現行の制度では解決できない問題に対応するために新しい仕組みを作ります。

誰もが安心して暮らせるまちを目指して、関係機関や地域の方とのネットワークを作ります。

コミュニティソーシャルワーカー（CSW）とは？

「あったかい犬 しゃきょん」
けん

南アルプス市
社協マスコットキャラクター

白根・八田・芦安 相談窓口
南アルプス市在家塚1156-1
電話 284-0828　FAX 284-0908

若草・櫛形・甲西 相談窓口
南アルプス市寺部659
電話 284-7830　FAX 283-4167

お問合せ／都市計画課  ☎282-6394

南アルプス市の美しい景観を
次世代につなぎましょう

　ユネスコエコパークに登録された南アルプス市には先人達が築いてきた素晴らしい景観が多数存在します。 しかし、
経済発展のためのインフラ整備が優先された過程において良好な景観が阻害されてしまう事例が見受けられます。
　本市のかけがえのない美しい風景に誇りと愛着をもち、次代を担う子どもたちに引き継いでいくためには市民の皆様、
事業者の皆様、行政が一体となり、景観づくりを進めていくことが重要となります。 その一例として、南アルプス
市内での活動を紹介します。

景観形成活動団体の活動

　昨年度、市の景観形成活動団体として登録された
「ふるさとを錦で飾り隊 in 中野」の活動の一つとして
中野地区の白いガードレールを景観配慮色(グレー
ベージュ)に塗替えています。 ガードレールが周囲の
田園風景に溶け込みました。

中野区の景観形成活動ガードレールのお色直し

　古くから地域の住民に親しまれ、まちのシンボルとされて
いる樹木を景観法に基づき指定したものをいいます。 市内
では、上高砂地区の「釜無川右岸上高砂堤防松並木」が指定さ
れています。
　指定時は31本あった松も、マツクイムシなどの被害で現在
は、18本になってしまいました。 市や地元自治会で管理を行
なっていますが、マツクイムシによる枯れは急速に松を枯ら
してしまいます。 市民のみなさんも上高砂地区を通った際
には、松に一度目を向けていただき、枯れや、松に異常などが
見受けられましたら都市計画課までご連絡ください。

景観重要樹木の維持活動 
景観重要樹木とは

　市内の魅力的な場所、地域に埋もれている
景観資源、これらを掘り起こし、みんなで共有
するために景観百選を選定しています。 写真
は随時募集していますので、 詳細は都市計画
課までお問合せください。

南アルプス市景観百選

　山梨大学の学生さん達が、地域の魅力を追究し、旅行者に発信し
たいと、地域の産業や歴史、自然、住民の方々と触れ合い研究に取り
組んでいます。 また、この取組みを地元の企業と協働で行ない、情
報発信しています。

市民、事業者による景観を活用した活動
南アルプス市の景観を活かしたフットパス観光を研究
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南アルプス市社会福祉協議会

ふくし相談支援センターからのお知らせ

社協本所にいます。
大須賀（若草）・小林（櫛形）・飯田（甲西）

CSWの主な活動

　最近、時々耳にするようになったコミュニティソーシャルワー
カー（CSW）をご存知ですか。
　CSWは、困りごとを抱えたご本人やご家族などからの相談に応
じ、課題の解決に向けた取組みをします。 そして市民のみなさま
の見守り等の活動や支え合い体制の構築など地域の方々と一緒に
福祉課題の解決を図る、地域福祉のコーディネーターの役割も担
います。
　南アルプス市では、第3次南アルプス市地域福祉計画に基づき、
平成28年度から委託事業として、CSWを南アルプス市社会福祉協
議会ふくし相談支援センターに5名配置し、生きづらさを抱えてい
る一人一人に寄り添い、きめ細かな相談支援を行なっています。

CSW
コミュニティ
ソーシャルワーカ―

ボランティア

福祉サービス

支援を
必要とする人

地域の皆さん
近所の方や民生委員

相
談
支
援支援 支援

支援 支援

私たちが、『あなたのまち』の相談員です
日々の生活の中で「困ったなぁ」「大丈夫かな」と思ったらご連絡を
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コミュニティソーシャルワーカー（CSW）とは？

「あったかい犬 しゃきょん」
けん

南アルプス市
社協マスコットキャラクター

白根・八田・芦安 相談窓口
南アルプス市在家塚1156-1
電話 284-0828　FAX 284-0908

若草・櫛形・甲西 相談窓口
南アルプス市寺部659
電話 284-7830　FAX 283-4167

お問合せ／都市計画課  ☎282-6394

南アルプス市の美しい景観を
次世代につなぎましょう

　ユネスコエコパークに登録された南アルプス市には先人達が築いてきた素晴らしい景観が多数存在します。 しかし、
経済発展のためのインフラ整備が優先された過程において良好な景観が阻害されてしまう事例が見受けられます。
　本市のかけがえのない美しい風景に誇りと愛着をもち、次代を担う子どもたちに引き継いでいくためには市民の皆様、
事業者の皆様、行政が一体となり、景観づくりを進めていくことが重要となります。 その一例として、南アルプス
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では、上高砂地区の「釜無川右岸上高砂堤防松並木」が指定さ
れています。
　指定時は31本あった松も、マツクイムシなどの被害で現在
は、18本になってしまいました。 市や地元自治会で管理を行
なっていますが、マツクイムシによる枯れは急速に松を枯ら
してしまいます。 市民のみなさんも上高砂地区を通った際
には、松に一度目を向けていただき、枯れや、松に異常などが
見受けられましたら都市計画課までご連絡ください。

景観重要樹木の維持活動 
景観重要樹木とは

　市内の魅力的な場所、地域に埋もれている
景観資源、これらを掘り起こし、みんなで共有
するために景観百選を選定しています。 写真
は随時募集していますので、 詳細は都市計画
課までお問合せください。

南アルプス市景観百選

　山梨大学の学生さん達が、地域の魅力を追究し、旅行者に発信し
たいと、地域の産業や歴史、自然、住民の方々と触れ合い研究に取り
組んでいます。 また、この取組みを地元の企業と協働で行ない、情
報発信しています。

市民、事業者による景観を活用した活動
南アルプス市の景観を活かしたフットパス観光を研究
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こ
の
度
、
一
部
の
土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
、
固
定

資
産
税
を
算
定
す
る
際
に
誤
り
が
あ
り
、
適
正
な
金

額
よ
り
も
多
く
課
税
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
い
た
し

ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
ぬ
よ
う
、
事
務

の
総
点
検
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
な
ど
実
効
性
の

あ
る
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
納
税
者
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

南
ア
ル
プ
ス
市
長
　
金
　
丸
　
一
　
元

固
定
資
産
税
の
誤
課
税
の
ご
報
告
と
お
詫
び

　
広
報
８
月
号
４
ペ
ー
ジ
、
中
部
資
源
回
収
セ
ン
タ

ー
に
関
す
る
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

【
誤
】
太
さ
５㎝
以
上
の
樹
木
は
出
せ
ま
せ
ん
。

【
正
】
樹
木
は
出
せ
ま
せ
ん
。

●
お
問
合
せ
／
環
境
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
７

広
報
８
月
号
掲
載
内
容
の
訂
正

　
市
内
に
居
住
し
３
人
以
上
の
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
に
対
し
、
南
ア
ル
プ
ス
市
で
安
心
し
て
子
育
て
や
定

住
の
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
内
容
】　
20
歳
以
下
の
子
ど
も
の
大
学
等
の
専
門
課
程
へ

　
の
入
学
の
際
に
教
育
ロ
ー
ン
を
借
り
た
方
に
対
し
て
、

　
年
間
利
子
の
２
分
の
１
を
補
給
し
ま
す
。（
前
年
の
９
月

　
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
支
払
う
利
子
）

　
た
だ
し
、
同
一
年
度
内
の
利
子
補
給
金
の
限
度
額
は
、

　
５
万
円
で
す
。

【
申
請
期
間
】　
10
月
31
日
ま
で
の
申
請
が
当
年
度
の
補
助

　
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
対
象
に
な
る
方
】　
次
の
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
。

・
大
学
等
に
進
学
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
で
あ
る

・
融
資
の
契
約
日
に
お
い
て
３
人
以
上
の
子
ど
も
が
い
る

・
融
資
の
契
約
日
に
お
い
て
融
資
の
対
象
と
な
る
子
ど
も

　
が
20
歳
以
下
で
あ
る

・
融
資
の
契
約
日
に
お
い
て
大
学
等
に
入
学
予
定
ま
た
は

　
入
学
後
６
ヵ
月
以
内
で
あ
る

【
対
象
と
な
る
利
子
】　
次
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け

　
た
教
育
ロ
ー
ン
に
対
す
る
利
子
。

　
山
梨
中
央
銀
行
・
甲
府
信
用
金
庫
・
山
梨
信
用
金
庫
・

　
巨
摩
野
農
業
協
同
組
合
・
山
梨
県
民
信
用
組
合
・
中
央

　
労
働
金
庫
南
ア
ル
プ
ス
支
店

※

申
請
書
類
や
要
件
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
い
た
だ
く
か
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
３

が
ん
ば
る
子
育
て
応
援
利
子

補
給
事
業
の
お
知
ら
せ

　
農
業
経
営
の
近
代
化
を
推
進
し
、
意
欲
的
に
農
業
振
興

を
図
ろ
う
と
す
る
た
め
に
施
設
整
備
、
機
械
購
入
な
ど
を

行
な
う
農
業
者（
法
人
を
除
く
）に
対
し
、
無
利
子
で
資
金

の
貸
付
を
行
な
い
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
在
住
で
農
業
に
従
事
し
て
い
る
65
歳

　
以
下
の
方
　

金

　額
　
認
定
農
業
者
　
最
高
２
０
０
万
円

　
　
　
　
一
般
農
業
者
　
最
高
１
５
０
万
円

期

　間
　
５
年
以
内

償
還
方
法
　
元
金
均
等
償
還

申

　込
　
所
定
の
借
入
申
請
書
を
農
業
振
興
課
へ
提
出

提
出
期
限
　
９
月
29
日（
金
）

●
お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
０
７

農
業
振
興
資
金
の
貸
付

　
９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す
。

「
下
水
道
の
日
」
は
、
昭
和
36
年
に
下
水
道
の
全
国
的
な

普
及
を
図
る
た
め
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
下
水
道
は
、
河
川
な
ど
の
水
質
の
保
全
や
、
汚
水
に
よ
る

悪
臭
・
害
虫
な
ど
の
被
害
の
改
善
と
い
っ
た
、
生
活
環
境

の
向
上
に
役
立
つ
重
要
な
施
設
で
す
。

　
現
在
、
南
ア
ル
プ
ス
市
で
下
水
道
の
利
用
が
可
能
な
区
域

は
、
計
画
区
域
の
46
．３
％
で
す
。
そ
の
中
で
85
．３
％
の
世

帯
の
方
に
接
続
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
へ
の
接
続
が
可
能
な
地
域
の
皆
様
に
は
、
こ
の

機
会
に
下
水
道
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
下
水
道
へ

の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
快
適
な
生
活
環
境
を
目
指
し
、
下
水
道
の

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
下
水
道
課
　
電
話（
２
８
２
）６
４
０
９

第
32
回
下
水
道
ま
つ
り

　
下
水
道
事
業
に
対
す
る
ご
協
力
に
感
謝
し
、
下
水
道
へ

の
理
解
と
関
心
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
下
水
道

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
い
る
下
水
道
に
つ
い
て
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日

　時
　
９
月
９
日（
土
） 

10
時
〜
14
時

場

　所
　
釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー（
駐
車
場
あ
り
）

　
　
　
　
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
長
澤

内

　容
　
下
水
道
探
検
ツ
ア
ー
、
下
水
道
施
設
見
学
会
、

　
フ
ワ
フ
ワ
遊
具
、
エ
コ
バ
ッ
ク
作
り
、
お
楽
し
み
抽
選
会

●
お
問
合
せ
／
下
水
道
課
　
電
話（
２
８
２
）６
４
０
９

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

 

矢崎 秀子 さん
（有野） 

100歳祝

お

めでとう!

　
市
内
・
県
内
の
求
人
企
業
と
求
職
者
に
よ
る
個
別
説
明

会
、
面
接
会
、
適
職
相
談
会
と
マ
ザ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
企
業
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
10
月
６
日（
金
）

時

　間
　
13
時
〜
16
時 （
受
付
12
時
〜
15
時
）

場

　所
　
桃
源
文
化
会
館

対
象
者
　
新
卒（
高
校
生
含
む
）・
一
般
・
U
I
J
タ
ー
ン

　
　
　
　
希
望
者
す
べ
て
の
求
職
者

参
加
企
業
　
市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
村
企
業
　
約
40
社

申

　込
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
に
て

　
　
　
　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
受
付
も
可
能

　
　
　
　
で
す
。

※

参
加
者
は
履
歴
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

南
ア
ル
プ
ス
市

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
市
内
在
住
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
履
歴
書
の
書
き

方
等
働
き
始
め
る
た
め
の
準
備
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

託
児
対
応
も
し
ま
す
。
マ
マ
友
皆
さ
ん
と
の
ご
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。

時

　間
　
13
時
〜
14
時
30
分（
受
付
12
時
〜
）

対

　象
　
働
く
こ
と
を
お
考
え
の
お
母
さ
ん（
市
内
在
住
）

定

　員
　
20
名（
先
着
順
）

申

　込
　
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
同
様
で
す
。

●
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
　（
２
８
２
）６
２
７
９

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　kanko@

city.m
inam

i-alps.lg.jp

増
　
便
　

・
５
号
車
八
田
若
草
線
、
市
立
美
術
館
６
時
15
分
発
竜
王

　
駅
行
き
を
増
便

時
刻
変
更

・
１
号
車
芦
安
線
、
市
立
美
術
館
７
時
25
分
発
を
７
時

　
15
分
発
に
変
更

・
５
号
車
八
田
若
草
線
、
竜
王
駅
６
時
45
分
発
を
６
時

　
40
分
発
に
変
更

変
更
日
　
10
月
２
日（
月
）〜

※

差
替
用
の
時
刻
表
に
つ
い
て
は
、
８
月
末
か
ら
組
長

　
メ
ー
ル
便
で
各
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
時
刻
表
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

　
若
者
世
帯
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
奨
励
金
事
業
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
に
な
る
方
】

・
夫
婦
の
合
計
年
齢
が
満
70
歳
以
下（
申
請
時
）で
あ
る

　
若
者
世
帯

・
自
ら
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
住
宅
お
よ
び
土
地

　
を
購
入
し
た
方

・
購
入
住
宅
へ
入
居
し
た
日
か
ら
５
年
以
上
継
続
し
て

　
居
住
す
る
方

・
若
者
世
帯
お
よ
び
若
者
世
帯
と
同
居
す
る
親
族
が
市
税

　
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

【
申
請
期
限
】

○
新
築
住
宅
の
場
合
↓
工
事
着
工
後
３
ヵ
月
以
内

○
建
売
住
宅
の
場
合
↓
購
入
契
約
後
３
ヵ
月
以
内

【
申
請
方
法
】

　「
若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金
交
付
申
請
書
」に
必
要
な

　
書
類
を
添
付
し
て
政
策
推
進
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
奨
励
金
の
額
】

　
30
万
円
　※
３
人
以
上
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
は
、

　
20
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※

こ
の
他
に
も
、
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
条
件
が

　
あ
り
ま
す
。

※

申
請
書
類
や
要
件
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
い
た
だ
く
か
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
３

若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金

事
業
の
お
知
ら
せ

【
同
日
開
催
】マ
ザ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

    6 7
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こ
の
度
、
一
部
の
土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
、
固
定

資
産
税
を
算
定
す
る
際
に
誤
り
が
あ
り
、
適
正
な
金

額
よ
り
も
多
く
課
税
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
い
た
し

ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
ぬ
よ
う
、
事
務

の
総
点
検
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
な
ど
実
効
性
の

あ
る
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
納
税
者
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

南
ア
ル
プ
ス
市
長
　
金
　
丸
　
一
　
元

固
定
資
産
税
の
誤
課
税
の
ご
報
告
と
お
詫
び

　
広
報
８
月
号
４
ペ
ー
ジ
、
中
部
資
源
回
収
セ
ン
タ

ー
に
関
す
る
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

【
誤
】
太
さ
５㎝
以
上
の
樹
木
は
出
せ
ま
せ
ん
。

【
正
】
樹
木
は
出
せ
ま
せ
ん
。

●
お
問
合
せ
／
環
境
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
７

広
報
８
月
号
掲
載
内
容
の
訂
正

　
市
内
に
居
住
し
３
人
以
上
の
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
に
対
し
、
南
ア
ル
プ
ス
市
で
安
心
し
て
子
育
て
や
定

住
の
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
内
容
】　
20
歳
以
下
の
子
ど
も
の
大
学
等
の
専
門
課
程
へ

　
の
入
学
の
際
に
教
育
ロ
ー
ン
を
借
り
た
方
に
対
し
て
、

　
年
間
利
子
の
２
分
の
１
を
補
給
し
ま
す
。（
前
年
の
９
月

　
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
支
払
う
利
子
）

　
た
だ
し
、
同
一
年
度
内
の
利
子
補
給
金
の
限
度
額
は
、

　
５
万
円
で
す
。

【
申
請
期
間
】　
10
月
31
日
ま
で
の
申
請
が
当
年
度
の
補
助

　
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
対
象
に
な
る
方
】　
次
の
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
。

・
大
学
等
に
進
学
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
で
あ
る

・
融
資
の
契
約
日
に
お
い
て
３
人
以
上
の
子
ど
も
が
い
る

・
融
資
の
契
約
日
に
お
い
て
融
資
の
対
象
と
な
る
子
ど
も

　
が
20
歳
以
下
で
あ
る

・
融
資
の
契
約
日
に
お
い
て
大
学
等
に
入
学
予
定
ま
た
は

　
入
学
後
６
ヵ
月
以
内
で
あ
る

【
対
象
と
な
る
利
子
】　
次
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け

　
た
教
育
ロ
ー
ン
に
対
す
る
利
子
。

　
山
梨
中
央
銀
行
・
甲
府
信
用
金
庫
・
山
梨
信
用
金
庫
・

　
巨
摩
野
農
業
協
同
組
合
・
山
梨
県
民
信
用
組
合
・
中
央

　
労
働
金
庫
南
ア
ル
プ
ス
支
店

※

申
請
書
類
や
要
件
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
い
た
だ
く
か
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
３

が
ん
ば
る
子
育
て
応
援
利
子

補
給
事
業
の
お
知
ら
せ

　
農
業
経
営
の
近
代
化
を
推
進
し
、
意
欲
的
に
農
業
振
興

を
図
ろ
う
と
す
る
た
め
に
施
設
整
備
、
機
械
購
入
な
ど
を

行
な
う
農
業
者（
法
人
を
除
く
）に
対
し
、
無
利
子
で
資
金

の
貸
付
を
行
な
い
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
在
住
で
農
業
に
従
事
し
て
い
る
65
歳

　
以
下
の
方
　

金

　額
　
認
定
農
業
者
　
最
高
２
０
０
万
円

　
　
　
　
一
般
農
業
者
　
最
高
１
５
０
万
円

期

　間
　
５
年
以
内

償
還
方
法
　
元
金
均
等
償
還

申

　込
　
所
定
の
借
入
申
請
書
を
農
業
振
興
課
へ
提
出

提
出
期
限
　
９
月
29
日（
金
）

●
お
問
合
せ
／
農
業
振
興
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
０
７

農
業
振
興
資
金
の
貸
付

　
９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す
。

「
下
水
道
の
日
」
は
、
昭
和
36
年
に
下
水
道
の
全
国
的
な

普
及
を
図
る
た
め
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
下
水
道
は
、
河
川
な
ど
の
水
質
の
保
全
や
、
汚
水
に
よ
る

悪
臭
・
害
虫
な
ど
の
被
害
の
改
善
と
い
っ
た
、
生
活
環
境

の
向
上
に
役
立
つ
重
要
な
施
設
で
す
。

　
現
在
、
南
ア
ル
プ
ス
市
で
下
水
道
の
利
用
が
可
能
な
区
域

は
、
計
画
区
域
の
46
．３
％
で
す
。
そ
の
中
で
85
．３
％
の
世

帯
の
方
に
接
続
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
へ
の
接
続
が
可
能
な
地
域
の
皆
様
に
は
、
こ
の

機
会
に
下
水
道
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
下
水
道
へ

の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
快
適
な
生
活
環
境
を
目
指
し
、
下
水
道
の

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
下
水
道
課
　
電
話（
２
８
２
）６
４
０
９

第
32
回
下
水
道
ま
つ
り

　
下
水
道
事
業
に
対
す
る
ご
協
力
に
感
謝
し
、
下
水
道
へ

の
理
解
と
関
心
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
下
水
道

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
い
る
下
水
道
に
つ
い
て
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日

　時
　
９
月
９
日（
土
） 

10
時
〜
14
時

場

　所
　
釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー（
駐
車
場
あ
り
）

　
　
　
　
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
長
澤

内

　容
　
下
水
道
探
検
ツ
ア
ー
、
下
水
道
施
設
見
学
会
、

　
フ
ワ
フ
ワ
遊
具
、
エ
コ
バ
ッ
ク
作
り
、
お
楽
し
み
抽
選
会

●
お
問
合
せ
／
下
水
道
課
　
電
話（
２
８
２
）６
４
０
９

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

 

矢崎 秀子 さん
（有野） 

100歳祝

お

めでとう!

　
市
内
・
県
内
の
求
人
企
業
と
求
職
者
に
よ
る
個
別
説
明

会
、
面
接
会
、
適
職
相
談
会
と
マ
ザ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
企
業
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
10
月
６
日（
金
）

時

　間
　
13
時
〜
16
時 （
受
付
12
時
〜
15
時
）

場

　所
　
桃
源
文
化
会
館

対
象
者
　
新
卒（
高
校
生
含
む
）・
一
般
・
U
I
J
タ
ー
ン

　
　
　
　
希
望
者
す
べ
て
の
求
職
者

参
加
企
業
　
市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
村
企
業
　
約
40
社

申

　込
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
に
て

　
　
　
　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
受
付
も
可
能

　
　
　
　
で
す
。

※

参
加
者
は
履
歴
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

南
ア
ル
プ
ス
市

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
市
内
在
住
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
履
歴
書
の
書
き

方
等
働
き
始
め
る
た
め
の
準
備
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

託
児
対
応
も
し
ま
す
。
マ
マ
友
皆
さ
ん
と
の
ご
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。

時

　間
　
13
時
〜
14
時
30
分（
受
付
12
時
〜
）

対

　象
　
働
く
こ
と
を
お
考
え
の
お
母
さ
ん（
市
内
在
住
）

定

　員
　
20
名（
先
着
順
）

申

　込
　
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
同
様
で
す
。

●
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
　（
２
８
２
）６
２
７
９

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　kanko@

city.m
inam

i-alps.lg.jp

増
　
便
　

・
５
号
車
八
田
若
草
線
、
市
立
美
術
館
６
時
15
分
発
竜
王

　
駅
行
き
を
増
便

時
刻
変
更

・
１
号
車
芦
安
線
、
市
立
美
術
館
７
時
25
分
発
を
７
時

　
15
分
発
に
変
更

・
５
号
車
八
田
若
草
線
、
竜
王
駅
６
時
45
分
発
を
６
時

　
40
分
発
に
変
更

変
更
日
　
10
月
２
日（
月
）〜

※

差
替
用
の
時
刻
表
に
つ
い
て
は
、
８
月
末
か
ら
組
長

　
メ
ー
ル
便
で
各
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
時
刻
表
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

　
若
者
世
帯
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
奨
励
金
事
業
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
に
な
る
方
】

・
夫
婦
の
合
計
年
齢
が
満
70
歳
以
下（
申
請
時
）で
あ
る

　
若
者
世
帯

・
自
ら
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
住
宅
お
よ
び
土
地

　
を
購
入
し
た
方

・
購
入
住
宅
へ
入
居
し
た
日
か
ら
５
年
以
上
継
続
し
て

　
居
住
す
る
方

・
若
者
世
帯
お
よ
び
若
者
世
帯
と
同
居
す
る
親
族
が
市
税

　
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

【
申
請
期
限
】

○
新
築
住
宅
の
場
合
↓
工
事
着
工
後
３
ヵ
月
以
内

○
建
売
住
宅
の
場
合
↓
購
入
契
約
後
３
ヵ
月
以
内

【
申
請
方
法
】

　「
若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金
交
付
申
請
書
」に
必
要
な

　
書
類
を
添
付
し
て
政
策
推
進
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
奨
励
金
の
額
】

　
30
万
円
　※

３
人
以
上
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
は
、

　
20
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※

こ
の
他
に
も
、
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
条
件
が

　
あ
り
ま
す
。

※

申
請
書
類
や
要
件
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
い
た
だ
く
か
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
３

若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金

事
業
の
お
知
ら
せ

【
同
日
開
催
】マ
ザ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
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MY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICS市 内 の で き ご と市 内 の で き ご と

  子どもクラブ
親睦ドッジボール大会

MY TOWN TOPICS 0404

7月29日 土7月29日 土

　櫛形総合体育館、櫛形中学校体育館で子どもクラブ
親睦ドッジボール大会が行なわれました。
　出場した市内の男女18チームの小中学生らは、
仲間と声を掛け合いながら夢中でコートを駆け回り、
年齢や学校の違う選手同士で親睦を深めていました。
　大会の結果、男子は藤田チーム、女子は源チームが
それぞれ優勝しました。

8月4日 金8月4日 金

安藤家住宅で
ちょっと怖い夏の夜話

MY TOWN TOPICS 0606

　夜の安藤家住宅で、怖い話や不思議な話を
聴くイベント「ちょっと怖い夏の夜話」が開催され
ました。
　提灯で照らされた薄暗い座敷で、吉屋信子作の

「鬼火」、小泉八雲作の「鏡の乙女」、夢枕獏作の
「ものいふ髑髏（どくろ）」の３篇が朗読ボランティア
の方々によって表現豊かに朗読されると、訪れた
人たちは次第に物語の世界へ引き込まれていき、
暑さを忘れたかのように聞き入っていました。

スイミングフェスティバル
MY TOWN TOPICS 0101

7月22日 土7月22日 土

　櫛形コミュニティープールで、小学生が水泳記録会やゲームを楽しむスイミング
フェスティバルが開催されました。
　水泳記録会は、子どもたちが得意な泳ぎ方で25mを泳ぐタイムを測るもので、
記録更新を目指して懸命に泳ぐ姿に、周りからは大きな声援が送られていました。
　記録会の後には、ピンポン玉をカゴに入れる「玉入れ合戦」、水面に浮かんだ
マットの上を渡って進む「浮島リレー」といったプールを生かしたゲームが行な 
われ、子どもたちは歓声を上げながら夢中になって楽しんでいました。

南アルプス山麓サマーフェスティバル
MY TOWN TOPICS 0303

7月29日 土7月29日 土

　櫛形総合公園で南アルプス山麓サマーフェスティバルが開催されま
した。会場では農産物直売場やＢ級グルメなど多くのブースが出店す
る中、市民団体によるダンスなどのパフォーマンスが次々に披露され、
訪れた人達を楽しませていました。また、櫛形健康センターでは市内
の若者グループによる「お化け屋敷」が行なわれ、子どもたちを中心
に大勢の人でにぎわっていました。
　祭りの最後には、およそ1,200発の打ち上げ花火が夜空を彩り、
夏の風物詩を見上げるたくさんの笑顔が見られました。

　

コミュニティバス乗車体験 
MY TOWN TOPICS 0505

8月1日 火8月1日 火

　巨摩保育所の子どもたちがコミュニティバスに乗車体験し、
南アルプス消防署を見学に訪れました。
　乗車体験は、高齢化に伴い交通弱者が増え、バスの必要性が
高くなることが想定されることから、子どもの頃からバスに親
しんでもらおうと企画されたものです。
　バスに乗り、南アルプス消防署に着いた子どもたちは、消防
車に体験乗車したり、防火服を着てはしご車の前で記念写真を
撮るなど、楽しみながら消防署を見学した後、バスを利用して
保育所に帰りました。

マーシャルタウン市から
中学生が来訪

MY TOWN TOPICS 0202

7月26日 水7月26日 水 ～8月4日 金～8月4日 金

　ホームステイや異文化体験を通して相互理解を深めるため
の事業として、姉妹都市であるアメリカ・マーシャルタウン
市から中学生8人、引率者3人の訪問団が南アルプス市を訪
れ、交流が行なわれました。
　櫛形中学校の生徒との交流会では、剣道や折り紙など日本
の伝統文化が紹介され、互いに笑顔を交わしながら体験する中
で、和気あいあいとコミュニケーションが図られていました。
　訪問団は滞在中、市の産業や文化に触れたり、ホストファ
ミリーらと様々な場所を訪れて親睦を深めたりしながら、夏
休みの特別な思い出をつくっていました。
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　木村利三郎は、ニューヨークを基点に活動をし、都市の崩
壊と再生、宇宙をテーマに描きつづけた、戦後の日本を代表
する画家の一人で、その作品はニューヨーク近代美術館を
はじめとする国内外の著名美術館に所蔵されています。
　今展では、版画や水彩画の代表作やスクリーンプリントの
原版などを展示し、彼が深く切り込もうとした様々なメッセージ
を探ります。

「木村利三郎追悼」展
ニューヨークを愛し、 都市を描き続けた画家

『 オレンジ色の不思議 』 
作／斉藤 洋　 絵／森田 みちよ　出版／静山社

       

 

新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　　 
　短くも激しく燃えたあの
バブルの日々があるから、
今がある-。アラフィフ世
代がかつて駆け抜けた

「バブル期」をキーワード
に、チャーミングに年を
重 ねるコツを痛 快 に
語る、アガワ節炸裂の
エッセイ集。

　作家のわたしが家の
近くを散策していると、
見知らぬ美しい少女が声
をかけてくる。彼女がそ
ばにいると、いつも不思
議な光景があらわれる
…。都会の片隅で日常
と幻想がまじわる 7 編を
収録した連作短編集。

10:30～

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

～10月１日（日）

●市立美術館
開館時間／9:30～17:00（入館は16:30まで）　今月の休館日／４日（月）・11日（月）・19日（火）・25日（月）
入館料／一般300円　大高生250円　中小生150円 （20名以上団体料金２割引）
住所／〒400-0306 南アルプス市小笠原1281　お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601

9月のイベントスケジュール

  5日（火）中

2日（土）甲 16日（土）八 23日（土）白9日（土）わ白

14:00～ 毎週土曜日中

9日（土）甲

20日（水）わ

12日（火）八

26日（火）八

14日（木）甲 15日（金）白

27日（水）わ 28日（木）甲

●朗読会 「ふれあい処」  13:30 ～

『 バブルノタシナミ　受けて立つわよ、寄る年波 』 
著／阿川 佐和子　出版／世界文化社

講　師　山梨ライトハウス理事・図書館朗読
　　　　ボランティア講師　戸栗すず子氏
場　所　若草生涯学習センター
　　　　生涯学習室
定　員　１５名　  ＊ 要申込　９月１日（金）～ 中央図書館

第１回 １０月  ５日（木）
第２回 １０月１２日（木）
第３回 １０月１９日（木）
第４回 １０月２６日（木）
第５回 １１月  ２日（木）

◇朗読入門講座 ＜連続５回＞

《City464 Central park》 1992年

《TOKYO》 1976年頃

《City387 “SOHO” NEWYORK》 
1980年

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010　　わかくさ図書館  TEL.283-1501
白根桃源図書館  TEL.284-6010　  　　甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00
　休館日／4・11･18･25･29日

中央図書館  TEL.280-3300
平日 9:30～19:00
土・日･祝日 9:30～17:00
休館日／ 19・29日

初心者向けの講座です。 声に出して読む楽しさを味わってみませんか？

「十七歳の教え  若き日の石橋湛山」
講  師　作家  江宮隆之氏

日  時　１０月７日（土） 午後１時３０分～

場  所　櫛形生涯学習センター あやめホール

申  込　市内図書館にて電話または来館にて受付

◇ふるさと人物室 第３回展示講演会

お問合せ／介護福祉課 地域包括支援センター TEL.282-7339　
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知
症
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！

認
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る
病
気
で
す
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症
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携
わ
る
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か
け
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、
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症
サ
ポ
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ト
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認
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症
に
か
か
る
地
域
医
療
体
制
構
築

の
中
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な
役
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を
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う
医
師
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た
こ
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で
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。
ま

だ
厚
生
労
働
省
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認
知
症
対
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に
本
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を
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れ
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以
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の
話

で
す
。
現
在
は
、
認
知
症
の
患
者
さ
ん
と
、
そ
の
ご
家
族
の

た
め
に
、
微
力
な
が
ら
南
ア
ル
プ
ス
市
で
活
動
を
し
て
お
り
ま

す
。
少
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
に
認
知
症
に
つ
い
て
、
お

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
認
知
症
は
、
誰
で
も
か
か
る
病
気
で
あ
り
ま
す
。
予
防
薬

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
活
習
慣
病（
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
）

に
な
ら
な
い
こ
と
で
、
認
知
症
に
な
り
に
く
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
万
が
一
、
認
知
症
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
早
期
に

対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境
や
お
薬
で
進
行
を
遅
ら
せ
る

事
が
可
能
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
認
知
症
の
方
を
支
え
て
い

く
の
は
、
ご
家
族
だ
け
で
は
負
担
が
大
き
く
、
支
え
き
れ
な
い

事
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
南
ア
ル
プ
ス
市
に
は
、
多
く
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
お

り
ま
す
。
な
か
に
は
、
支
え
て
く
れ
る
家
族
や
親
戚
が
近
く
に

い
な
い
方
も
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
は
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、
認
知
症

に
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い
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ご
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た
だ
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認
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症
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者
さ
ん
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の

方
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介
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し
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家
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地
域
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皆
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が
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に
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、

安
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し
て
生
活
で
き
る
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会
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つ
く
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
毎
年
９
月
21
日
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
で
す
。南
ア
ル
プ
ス
市
の
認
知
症
高
齢
者（
要
介
護
認
定
者
の

う
ち
、認
知
症
状
が
み
ら
れ
た
方
）は
、平
成
29
年
４
月
１
日
の
時
点
で
、１
，９
７
９
人
い
ま
す
。 

そ
の
う
ち
の

１
，６
９
９
人（
８
５
．９
％
）は
、在
宅
で
生
活
し
て
い
ま
す
。 

高
齢
化
に
と
も
な
っ
て
、認
知
症
高
齢
者
は

今
後
も
増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
認
知
症
は
早
期
に
発
見
し
て
対
応
す
る
こ
と
で
、進
行
を
抑
え
、

生
活
の
質
を
維
持
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
十
分
可
能
な

病
気
で
す
。し
か
し
、様
々
な
理
由
か
ら
、認
知
症
の
サ
イ
ン
が
現
れ

て
か
ら
専
門
医
に
相
談
す
る
ま
で
に
、時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
方
や
、

な
か
な
か
相
談
で
き
ず
に
い
る
方
が
多
く
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、か
か
り
つ
け
の
医
師
や
認
知
症
専
門
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、市
役
所
介
護
福
祉
課
内
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も

認
知
症
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

認
知
症
支
援
に
携
わ
っ
て

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
大
切
！

　
　
　
　
10
月
４
日（
水
）

　
　
　
　
13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分（
開
場
13
時
）

　
　
　
　
島
田 

裕
之 

氏

　
　
　
　
桃
源
文
化
会
館

　
　
　
　
無
料

認
知
症
予
防
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
　

「
く
い
と
め
ろ
！ 

認
知
症
!! 

今
日
か
ら
と
り
く
む
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
！
」

開
催
日

時

　間

講

　師

場

　所

参
加
費

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、「
情
報
ひ
ろ
ば
」４
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

南
ア
ル
プ
ス
市

認
知
症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議 

会
長

大
芝
医
院
　
大 

芝   

玄 

院
長

（
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
）

●加齢と認知症による「もの忘れ」の違い
　『加齢によるもの忘れ』と『認知症によるもの忘れ』には違いがあります。 認知症のサイン
に気付いたら一度ご相談ください。 ※あくまで目安であり、当てはまらないこともあります。

加齢によるもの忘れ

日常生活に大きな支障は出ない 日常生活に支障が出てくる

忘れていることを自覚している
出来事の記憶の一部が欠ける
ヒントを出すと思い出せる
年次や日付、曜日を間違えることがある

認知症によるもの忘れ
忘れていることを自覚できない
出来事の記憶が丸ごと消える
ヒントを出しても思い出せない
年次や日付、季節が分からなくなる

写真提供：石橋湛山記念財団
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定　員　１５名　  ＊ 要申込　９月１日（金）～ 中央図書館

第１回 １０月  ５日（木）
第２回 １０月１２日（木）
第３回 １０月１９日（木）
第４回 １０月２６日（木）
第５回 １１月  ２日（木）

◇朗読入門講座 ＜連続５回＞

《City464 Central park》 1992年

《TOKYO》 1976年頃

《City387 “SOHO” NEWYORK》 
1980年

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010　　わかくさ図書館  TEL.283-1501
白根桃源図書館  TEL.284-6010　  　　甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00
　休館日／4・11･18･25･29日

中央図書館  TEL.280-3300
平日 9:30～19:00
土・日･祝日 9:30～17:00
休館日／ 19・29日

初心者向けの講座です。 声に出して読む楽しさを味わってみませんか？

「十七歳の教え  若き日の石橋湛山」
講  師　作家  江宮隆之氏

日  時　１０月７日（土） 午後１時３０分～

場  所　櫛形生涯学習センター あやめホール

申  込　市内図書館にて電話または来館にて受付

◇ふるさと人物室 第３回展示講演会

お問合せ／介護福祉課 地域包括支援センター TEL.282-7339　

認
知
症
に
つ
い
て
知
ろ
う
！

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
病
気
で
す
！

　
私
が
認
知
症
支
援
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医（
認
知
症
に
か
か
る
地
域
医
療
体
制
構
築

の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
医
師
）と
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。
ま

だ
厚
生
労
働
省
も
認
知
症
対
策
に
本
腰
を
入
れ
る
以
前
の
話

で
す
。
現
在
は
、
認
知
症
の
患
者
さ
ん
と
、
そ
の
ご
家
族
の

た
め
に
、
微
力
な
が
ら
南
ア
ル
プ
ス
市
で
活
動
を
し
て
お
り
ま

す
。
少
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
に
認
知
症
に
つ
い
て
、
お

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
認
知
症
は
、
誰
で
も
か
か
る
病
気
で
あ
り
ま
す
。
予
防
薬

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
活
習
慣
病（
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
）

に
な
ら
な
い
こ
と
で
、
認
知
症
に
な
り
に
く
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
万
が
一
、
認
知
症
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
早
期
に

対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境
や
お
薬
で
進
行
を
遅
ら
せ
る

事
が
可
能
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
認
知
症
の
方
を
支
え
て
い

く
の
は
、
ご
家
族
だ
け
で
は
負
担
が
大
き
く
、
支
え
き
れ
な
い

事
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
南
ア
ル
プ
ス
市
に
は
、
多
く
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
お

り
ま
す
。
な
か
に
は
、
支
え
て
く
れ
る
家
族
や
親
戚
が
近
く
に

い
な
い
方
も
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
は
、
是
非
、
認
知
症

に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
認
知
症
の
患
者
さ
ん
や
そ
の

方
を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
を
、
地
域
全
体
で
支
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
が
お
互
い
に
協
力
し
あ
っ
て
こ
そ
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
が
つ
く
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
毎
年
９
月
21
日
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
で
す
。南
ア
ル
プ
ス
市
の
認
知
症
高
齢
者（
要
介
護
認
定
者
の

う
ち
、認
知
症
状
が
み
ら
れ
た
方
）は
、平
成
29
年
４
月
１
日
の
時
点
で
、１
，９
７
９
人
い
ま
す
。 

そ
の
う
ち
の

１
，６
９
９
人（
８
５
．９
％
）は
、在
宅
で
生
活
し
て
い
ま
す
。 

高
齢
化
に
と
も
な
っ
て
、認
知
症
高
齢
者
は

今
後
も
増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
認
知
症
は
早
期
に
発
見
し
て
対
応
す
る
こ
と
で
、進
行
を
抑
え
、

生
活
の
質
を
維
持
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
十
分
可
能
な

病
気
で
す
。し
か
し
、様
々
な
理
由
か
ら
、認
知
症
の
サ
イ
ン
が
現
れ

て
か
ら
専
門
医
に
相
談
す
る
ま
で
に
、時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
方
や
、

な
か
な
か
相
談
で
き
ず
に
い
る
方
が
多
く
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、か
か
り
つ
け
の
医
師
や
認
知
症
専
門
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、市
役
所
介
護
福
祉
課
内
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も

認
知
症
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

認
知
症
支
援
に
携
わ
っ
て

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
大
切
！

　
　
　
　
10
月
４
日（
水
）

　
　
　
　
13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分（
開
場
13
時
）

　
　
　
　
島
田 

裕
之 

氏

　
　
　
　
桃
源
文
化
会
館

　
　
　
　
無
料

認
知
症
予
防
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
　

「
く
い
と
め
ろ
！ 

認
知
症
!! 

今
日
か
ら
と
り
く
む
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
！
」

開
催
日

時

　間

講

　師

場

　所

参
加
費

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、「
情
報
ひ
ろ
ば
」４
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

南
ア
ル
プ
ス
市

認
知
症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議 

会
長

大
芝
医
院
　
大 

芝   

玄 

院
長

（
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
）

●加齢と認知症による「もの忘れ」の違い
　『加齢によるもの忘れ』と『認知症によるもの忘れ』には違いがあります。 認知症のサイン
に気付いたら一度ご相談ください。 ※あくまで目安であり、当てはまらないこともあります。

加齢によるもの忘れ

日常生活に大きな支障は出ない 日常生活に支障が出てくる

忘れていることを自覚している
出来事の記憶の一部が欠ける
ヒントを出すと思い出せる
年次や日付、曜日を間違えることがある

認知症によるもの忘れ
忘れていることを自覚できない
出来事の記憶が丸ごと消える
ヒントを出しても思い出せない
年次や日付、季節が分からなくなる

写真提供：石橋湛山記念財団
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　江
戸
時
代
か
ら
特
産
品
で
あ
っ
た
木
綿
が
、安
価
で
品
質
の
よ
い

イ
ン
ド
綿
や
ア
メ
リ
カ
産
の
綿
な
ど
に
押
さ
れ
て
明
治
二
十
年（
一

八
八
七
）頃
を
ピ
ー
ク
に
次
第
に
衰
退
し
、煙
草
や
特
に
桑
の
栽
培

に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
こ
と
は
、先
月
の
こ
の
欄
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、明
治
三
十
年（
一
八
九
七
）に
飯
野
村
に
煙
草
の
専
売

所（
専
売
局
飯
野
出
張
所

　倉
庫
町
）が
新
設
さ
れ
、生
産
が
伸
び

る
か
に
見
え
た
煙
草
も
、生
産
に
手
間
が
か
か
る
こ
と
や
、そ
の
ニ

コ
チ
ン
が
蚕
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
ど
か
ら
、大
正
六
年（
一

九
一
七
）の
飯
野
出
張
所
の
廃
止
と
と
も
に
衰
退
し
、御
勅
使
川
扇

状
地
は
ま
さ
に
桑
一
色
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
頃
つ
く
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
民
謡
が
今
回
紹
介
す
る『
西

郡
盆
唄
』で
す
。そ
こ
に
は
、御
勅
使
川
が
運
ん
だ
砂
礫
の
台
地
で

あ
る
御
勅
使
川
扇
状
地（
＝
原
方
）が
、稲
作
に
不
向
き
で
あ
っ
た

こ
と
が「
米
の
な
る
木
を
ま
だ
知
ら
ぬ
」と
い
っ
た
歌
詞
で
滑
稽
に

表
現
さ
れ
る
ほ
か
、「
木
綿
た
ば
こ
で
な
ら
し
た
里
が
庭
の
先
か
ら

桑
の
海
」と
い
う
よ
う
に
、木
綿
、煙
草
か
ら
桑
へ
の
転
換
と
養
蚕
の

拡
大
の
歴
史
が
唄
わ
れ
、ま
さ
に
当
時
の
農
村
景
観
の
大
転
換
を

映
し
出
す
歌
詞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　戦
後
、養
蚕
の
衰
退
と
と
も
に
、主
要
な
農
産
物
は
、桑
か
ら
サ
ク

ラ
ン
ボ
や
モ
モ
、ブ
ド
ウ
と
い
っ
た
果
樹
に
転
換
し
て
い
き
ま
す
が
、

御
勅
使
川
扇
状
地
に
お
け
る
地
域
産
業
の
移
り
変
わ
り
の
歴
史
は
、

私
た
ち
に
豊
か
な
暮
ら
し
を
求
め
つ
づ
け
た
先
人
の
苦
労
と
活
力

を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　文
／
写
真

　文
化
財
課

は
ら
か
た

こ
っ
け
い

ハ
ア
〜
　
わ
た
し
ゃ
西
郡
原
方
育
ち

米
の
な
る
木
を
　
ま
だ
知
ら
ぬ

ソ
ー
ダ
　
ソ
ー
ダ

米
の
な
る
木
を
　
ま
だ
知
ら
ぬ

ソ
ー
ダ
ソ
ー
ダ
　
マ
ッ
タ
ク
ソ
ー
ダ

　
　

ハ
ア
〜
　
木
綿
た
ば
こ
で
な
ら
し
た
里
が

庭
の
先
か
ら
　
桑
の
海

ソ
ー
ダ
　
ソ
ー
ダ

庭
の
先
か
ら
　
桑
の
海

ソ
ー
ダ
ソ
ー
ダ
　
マ
ッ
タ
ク
ソ
ー
ダ

ハ
ア
〜
　
盆
が
来
た
そ
う
で
お
寺
の
庭
に

切
子
灯
ろ
う
の
　
灯
が
見
え
る

ソ
ー
ダ
　
ソ
ー
ダ

切
子
灯
ろ
う
の
　
灯
が
見
え
る

ソ
ー
ダ
ソ
ー
ダ
　
マ
ッ
タ
ク
ソ
ー
ダ

ハ
ア
〜
行
こ
う
か
小
笠
原
帰
ろ
う
か
吉
田

こ
こ
は
十
五
所
　
木
屋
の
前

ソ
ー
ダ
　
ソ
ー
ダ

こ
こ
は
十
五
所
　
木
屋
の
前

ソ
ー
ダ
ソ
ー
ダ
　
マ
ッ
タ
ク
ソ
ー
ダ

※

西
郡
盆
唄
の
歌
詞
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も

　
い
く
つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
　

桑の海のなごり
　かつて御勅使川扇状地を埋め尽くした桑の海の面影はほとん
ど見られなくなったが、現在も所々に果樹園と果樹園の境界を
示すために、桑の木が残されており、往時をしのぶことができる。

　『西郡盆唄』は、山梨県立図書館ウェブサイト「山梨県の民
謡紹介」から聞くことができます。↓
https://www.lib.pref.yamanashi.jp/kosyu/kyozai/minyo.html
また、左の二次元コードをスマートフォンなどで読み込んで
聞くことも可能です。

※『山梨県統計書』による
中巨摩郡における主要作物の作付面積の推移

桑

モモ

ブドウ

綿

煙草
大正元年

昭和元年

明治20年

ha

3,000

2,000

1,000

1900

1890

1910

1920

1930

1940

1950

1960

1970 年

現代の様子　平成 15年（2003）
　開墾された桑畑が、そのまま果樹園に転換されて
いったことが分かる。一方で、市街化も進み、じわ
じわと果樹地帯を浸食している。

木綿が最盛期だった頃　明治 21年（1888）
　御勅使川扇状地上では、集落や畑を隔てるように、
未開拓のクヌギ林やマツ林が広がっており、現在と
はかなり異なる景観だったことがわかる。桑畑もみ
られるが、中心は綿花栽培を行っていた畑地である。

０ 10ｋｍ

河川・荒地

水田

畑地

桑畑

果樹

マツ林・クヌギ林

図の縮尺＝1/62500

十五所　木屋の前
　西郡盆唄の四番に唄われた十五所の「木屋」は、甲府から開国橋（昔は渡船）
を経て小笠原に至る戸田街道（現在の県道５号甲府南アルプス線）の吉田と
小笠原の間に位置する十五所集落にあった呉服・雑貨商の「木屋（きや）商店」。
たばこ、米、塩・・・・、当時そこに行けば何でも揃ったという。民謡に唄
われるだけあって、かつては地域で知らない人がないほど有名な店だった。
図は、大日本職業別明細図　昭和６年（1931）。南が上に描かれているので注意。

山路を登りながら

養蚕が最盛期だった頃　昭和４年（1929）
　集落や畑地を隔てていた林などが、ことごとく桑畑とし
て開墾され、その他一部水田など、桑の栽培を行なえそうな
場所には全てが桑が植えられている。まさに“庭の先から
　　　　桑の海”であったことがわかる。一方で、西野周
　　　　辺には、早くもサクランボをはじめとする果樹園
　　　　があり、次の時代への芽生えも見ることができる。

「
西
郡
盆
唄
」の
世
界

　 

　
〜 

庭
の
先
か
ら
桑
の
海 

〜

「
西
郡
盆
唄
」の
世
界

　 

　
〜 

庭
の
先
か
ら
桑
の
海 

〜

に 

し
　 

ご
お
り

に 

し
　 

ご
お
り

122
柳
川

無
人
駅
駅
舎
の
陰
に
母
が
い
た 

大
森 

一
男
（
鮎
沢
）

　

さ
わ
や
か
な
風
思
わ
せ
る
娘
に
出
会
い 

塩
沢 

進
（
落
合
）

　

失
敗
も
や
が
て
芽
が
出
る
道
標 

深
沢 

経
生
（
落
合
）

　

き
ら
き
ら
と
星
降
る
里
の
灯
が
温
い 

村
松 

文
男
（
東
南
湖
）

　

場
が
な
ご
む
お
国
訛
り
の
祝
い
唄 

河
野 

正
（
鮎
沢
）

　

ず
れ
た
軸
合
わ
せ
て
回
る
夫
婦
独
楽 

安
藤 

孝
（
鮎
沢
）

　

声
ふ
ら
す
鳥
の
名
知
ら
ず
森
の
中 

込
山 

幸
江
（
西
南
湖
）

　

レ
モ
ン
水
傷
の
も
と
め
る
色
も
あ
り 

小
林 

剛
（
東
南
湖
）

　

満
足
度
計
算
機
で
は
計
り
兼
ね 

小
田
嶋 

康
子
（
鮎
沢
）

　

む
じ
ん
え
き
え
き
し
ゃ

か
げ

こ
み
ち
し
る
べぬ

く

ひ

ば

く
に
な
ま

い
わ

う
た

懐
か
し
む
保
育
所
跡
地
児
ら
の
声 

河
野 

美
智
子
（
鮎
沢
）

　

ほ
い
く
し
ょ
あ
と
ち

め
お
と
ご
ま

じ
く

す
い
き
ず

は
か

か

こ

な
つ
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　江
戸
時
代
か
ら
特
産
品
で
あ
っ
た
木
綿
が
、安
価
で
品
質
の
よ
い

イ
ン
ド
綿
や
ア
メ
リ
カ
産
の
綿
な
ど
に
押
さ
れ
て
明
治
二
十
年（
一

八
八
七
）頃
を
ピ
ー
ク
に
次
第
に
衰
退
し
、煙
草
や
特
に
桑
の
栽
培

に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
こ
と
は
、先
月
の
こ
の
欄
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、明
治
三
十
年（
一
八
九
七
）に
飯
野
村
に
煙
草
の
専
売

所（
専
売
局
飯
野
出
張
所

　倉
庫
町
）が
新
設
さ
れ
、生
産
が
伸
び

る
か
に
見
え
た
煙
草
も
、生
産
に
手
間
が
か
か
る
こ
と
や
、そ
の
ニ

コ
チ
ン
が
蚕
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
ど
か
ら
、大
正
六
年（
一

九
一
七
）の
飯
野
出
張
所
の
廃
止
と
と
も
に
衰
退
し
、御
勅
使
川
扇

状
地
は
ま
さ
に
桑
一
色
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
頃
つ
く
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
民
謡
が
今
回
紹
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す
る『
西

郡
盆
唄
』で
す
。そ
こ
に
は
、御
勅
使
川
が
運
ん
だ
砂
礫
の
台
地
で

あ
る
御
勅
使
川
扇
状
地（
＝
原
方
）が
、稲
作
に
不
向
き
で
あ
っ
た

こ
と
が「
米
の
な
る
木
を
ま
だ
知
ら
ぬ
」と
い
っ
た
歌
詞
で
滑
稽
に
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さ
れ
る
ほ
か
、「
木
綿
た
ば
こ
で
な
ら
し
た
里
が
庭
の
先
か
ら

桑
の
海
」と
い
う
よ
う
に
、木
綿
、煙
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か
ら
桑
へ
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転
換
と
養
蚕
の

拡
大
の
歴
史
が
唄
わ
れ
、ま
さ
に
当
時
の
農
村
景
観
の
大
転
換
を

映
し
出
す
歌
詞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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西
郡
盆
唄
の
歌
詞
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も

　
い
く
つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
　

桑の海のなごり
　かつて御勅使川扇状地を埋め尽くした桑の海の面影はほとん
ど見られなくなったが、現在も所々に果樹園と果樹園の境界を
示すために、桑の木が残されており、往時をしのぶことができる。

　『西郡盆唄』は、山梨県立図書館ウェブサイト「山梨県の民
謡紹介」から聞くことができます。↓
https://www.lib.pref.yamanashi.jp/kosyu/kyozai/minyo.html
また、左の二次元コードをスマートフォンなどで読み込んで
聞くことも可能です。

※『山梨県統計書』による
中巨摩郡における主要作物の作付面積の推移
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現代の様子　平成 15年（2003）
　開墾された桑畑が、そのまま果樹園に転換されて
いったことが分かる。一方で、市街化も進み、じわ
じわと果樹地帯を浸食している。

木綿が最盛期だった頃　明治 21年（1888）
　御勅使川扇状地上では、集落や畑を隔てるように、
未開拓のクヌギ林やマツ林が広がっており、現在と
はかなり異なる景観だったことがわかる。桑畑もみ
られるが、中心は綿花栽培を行っていた畑地である。
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十五所　木屋の前
　西郡盆唄の四番に唄われた十五所の「木屋」は、甲府から開国橋（昔は渡船）
を経て小笠原に至る戸田街道（現在の県道５号甲府南アルプス線）の吉田と
小笠原の間に位置する十五所集落にあった呉服・雑貨商の「木屋（きや）商店」。
たばこ、米、塩・・・・、当時そこに行けば何でも揃ったという。民謡に唄
われるだけあって、かつては地域で知らない人がないほど有名な店だった。
図は、大日本職業別明細図　昭和６年（1931）。南が上に描かれているので注意。
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総人口： 72,044人（-9）
--------------------------
男　性： 35,612人（-7）
女　性： 36,432人（-2）
世　帯： 27,457世帯（-7）
うち外国籍人口： 921人（-3）

南アルプス広
報 No.174   平成29年9月1日発行

平成29年 8月1日現在（対前月比）

南アルプス市役 所： 〒400 -0395 山梨 県南アルプス市小笠 原376

TEL .  055 -282-1111（代表 ） FA X .055 -282-1112（代表 ）

ht tp : //w w w.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p

編集／南アルプス市役 所 秘書 課　TEL .055 -282-6037

各窓口サービスセンター

八田 TEL.  282-5600　

芦安 TEL.  282-5577

甲西 TEL.  282-3120

白根 TEL.  283-3000

若草 TEL.  282-3100

開催日 9月24日（日）
時　間 8時30分（バス発）
 ～12時30分
集　合 ふるさと文化伝承館
コース 石積出～将棋頭
定　員 40名
参加費 200円
持ち物 水筒・タオルなど

申込・お問合せ／ふるさと文化伝承館
　　　　　　  ☎282-7408

ぶ
ら
ー
り

御
勅
使
川
史
跡
さ
ん
ぽ

●八田／チャンネル101 8:30、21:30〔土曜更新〕　●白根・芦安／チャンネル101 6:30、10:00、15:00、22:00〔木曜更新〕
●若草・櫛形／チャンネル111 14:00、19:00、22:00〔木曜更新〕　●甲西／チャンネル111 10:00、22:00〔金曜更新〕

CATVによる市行政番組の放送について　各地区別の行政番組のチャンネルと放送時間は次のとおりです。

緑かがやく自然を守り

なかよく美しい心を結び合い

未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを

アルプスの山々に誓います

 

 

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

父・隆行　母・有紀（小笠原）

いつも元気いっぱい
笑顔いっぱいのももかが
みんな大好きだよ♪
これからも明るく、
元気に大きくなってね☆

渡辺 百々花ちゃん（2歳）
ももか

育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの
写真を募集しています。 
詳しくは、市民活動センターまでお問合せ
ください。

☎282-7325

父・佑輔　母・美那子（飯野）

パパに撮ってもらった
お気に入りの一枚☆
強く  優しく  たくましく…
これからも識喜の成長を
楽しみにしているよ。

川手 識喜くん（1歳）
しき

今月の表紙：ぶどう（ブラックビート）

いくめん

公園に連れていったり、おむつを替えたり、
いつも活躍してくれてありがとう。 Byママ

櫻林 勇太さん（父）、 愛莉咲ちゃん（7歳）

　　 希々香ちゃん（3歳）
ののか

ゆうた ありさ

（鮎沢）

今年発掘され姿を現した飯野新田堰を
初見学！ 桝形堤防では高所作業車で
空から史跡と景観を楽しみます。

秋
に
な
る
と
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
子
育
て
は
一
段
落
。

ヒ
ナ
は
親
と
お
な
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
は
い
く
つ
か
の
家
族
が
集
ま
っ
て
み
ん
な
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

冬
を
迎
え
る
ま
え
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
で
き
る
だ
け
エ
サ
を
食
べ
て
体
力
を
つ
け
る
だ
い
じ
な
季
節
。

そ
れ
は
南
ア
ル
プ
ス
で
暮
ら
す
動
物
た
ち
も
同
じ
。

い
つ
だ
っ
た
か
オ
オ
タ
カ
の
幼
鳥
が
岩
に
止
ま
り
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
狙
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

き
び
し
い
冬
を
迎
え
る
ま
え
、
動
物
た
ち
は
命
を
つ
な
げ
る
た
め
に
命
の
や
り
と
り
を
し
ま
す
。

ガ
ス
が
立
ち
込
め
る
登
山
道
を
歩
い
て
い
た
ら

こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
。

い
っ
た
い
何
羽
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
い
る
の
か
な
。

文
・
写
真
／
観
光
商
工
課 

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
担
当

ラ
イ
チ
ョ
ウ
た
ち
の
秋

山

月
今

の
テ

マ

※答えは８羽

お子さんの写真を募集しています。
詳しくは、秘書課までお問合せください。 ☎282-6037

高所作業車

石積出五番堤下を流れる下圦堰

空中から桝形堤防が望めます
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http://www.facebook.com/minamialps.loco
このページは南アルプス市の女子クリエーターグループ “ 南アルプス ! LOCO” が編集・制作しています。

南アルプス！ロコf

いいね！
を押して
応援し て ね ♥

トマトレアチーズケーキ
●材料（2人分）
　水切りヨーグルト… 200g
　クリームチーズ…… 150g
　生クリーム………… 100cc

●作り方
　①柔らかくしたクリームチーズ・砂糖を良く混ぜる。
　②２～3時間程度水切りしたヨーグルトを少しずつ加えて混ぜる。
　③生クリームとレモン汁を良く混ぜ、②に混ぜる。
　④型に流して所々にジャムを散らし、冷やす。

南アルプスの自然や歴史を知ることができる展示のほか、
図書や井戸端コーナーなどがあり交流の場にもなっていま
す。

南アルプス市芦安芦倉１５７０／ TEL055-288-2125 ／
9：00～17：00 ／水曜休館／中学生以上 500 円、小学生
250 円

　生まれも育ちも埼玉県の熊谷で
す。「あぁ、あの暑いところ！」って
よく言われます ( 笑 ) 甲府と同じで
すね。 主人の転職がきっかけで、主
人の故郷である南アルプス市に来
ました。 それまでは駅前の繁華街に
住んでいたので、ギャップに馴染め
るか心配されたりしましたが、人見
知りということもあって、今の生活
は私にとってちょうど良い感じで
す。 子どもが通っている小学校も、
先 生 た ち が と て も よ く 見 て く だ
さ っ て、み ん な ピ ュ ア で い い 子 に
育っていますよ。 子どもの成長して
いく姿をみると、本当に南アルプス
市に来てよかったなぁと思います。

何と言っても！くだもの！
　もう一つ、南アルプス市に来て幸
せだと思うのは、美味しいくだもの
がたくさんあること ! !  月に数回で
すが、家の片隅で地元のくだものや
　

野菜を使った手作りマフィンを販
売 し て い ま す。 こ ん な に く だ も の
たっぷりのマフィンが作れるなん

て、ここに来るまでは想像できませ

んでした。 地元で食べるくだものは

みずみずしくて、幸せの味。「火を通

す」なんてもったいない気もします

が、焼いて水分が飛び、味がぎゅっと

濃縮された果肉も、ほっぺが落ちそ

うになるくらい美味しいです！ そ

の美味しい組み合わせを考えるのが

楽しくて楽しくて…。 「こんなくだ

もの使いたいな」と思えば、家族が育

ててくれたりもします。食べ物にも

環境にも、人にも恵まれた生活です。

青柳 由子さん移住者
interview

南アルプス芦安山岳館

◆居住履歴
埼玉生まれ  →  ＼南アルプス市／ 

「いつか自分のお菓子のお店を」と
いう夢を実現♡ 子育てをしながら、
無理なく両立中。

料理監修 : Chizuru Aoki

ファーム
フィールド

トリップ

ちょうどよく、心地良い暮らし

コーヒー・紅茶の
お供にぜひ♡

市内の特産品を使った
リメイクスイーツを
紹介します！

　レモン汁……… 小さじ1～2
　砂糖…………… 40g
　トマトジャム… 適量
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女子目線でいっぱいつめこみます。

  September 2017



●
両
俣
小
屋
改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

　
両
俣
小
屋
の
改
修
工
事
に
伴
い
９
月
24
日（
日
）

で
今
年
度
の
営
業
を
終
了
し
ま
す
。（
例
年
は
10
月

末
に
営
業
終
了
）ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課　電

話（
２
８
２
）６
２
９
４

●
就
学
時
健
康
診
断
実
施
の
お
知
ら
せ

　
小
学
校
入
学
の
新
一
年
生
対
象

　
平
成
30
年
度
に
小
学
校
入
学
の
新
１
年
生
を

対
象
に
、就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

日
程
を
ご
確
認
の
上
、必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
10
月
３
日（
火
）白
根
地
区
、芦
安
地
区

　
時　
間　
13
時
30
分
〜

　
場　
所　
桃
源
文
化
会
館

○
10
月
５
日（
木
）若
草
地
区

　
時　
間　
13
時
30
分
〜

　
場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
10
月
19
日（
木
）甲
西
地
区

　
時　
間　
13
時
30
分
〜

　
場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
10
月
20
日（
金
）八
田
地
区

　
時　
間　
13
時
30
分
〜

　
場　
所　
桃
源
文
化
会
館

○
10
月
26
日（
木
）櫛
形
地
区

　
時　
間　
13
時
30
分
〜

　
場　
所　
桃
源
文
化
会
館

※

受
付
は
13
時
15
分
か
ら
で
す
。

　
な
お
、対
象
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
が
、通
知

が
届
か
な
い
方
や
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
方

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
教
育
総
務
課　電

話（
２
８
２
）７
７
７
７

平成29年 9月号

●
就
業
構
造
基
本
調
査
実
施
の

　
お
知
ら
せ

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、10
月
１
日
現
在
で
就
業

構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、日
本
の
就
業・不
就
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
を
お
願
い
す

る
世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、調
査
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課　電

話（
２
８
２
）６
０
７
３

お
知
ら
せ

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
子
ど
も
の
交
通
安
全
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、

次
の
方
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
澤 

正
文 

様（
桃
園
）

交
通
安
全
横
断
幕
お
よ
び
反
射
電
柱
幕

　
学
校
教
育
に
貢
献
し
た
い
と
、次
の
方
か
ら
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

岩
本 

美
智
子 

様（
千
葉
県
）

絵
画　
２
点

●
９
月
の
妊
婦
健
康
相
談
・
母
子
健
康

　
手
帳
交
付
日
程

実
施
日　
６
日
、13
日
、20
日
、27
日（
各
水
曜
日
）

時　
間　
９
時
〜
11
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
（
母
子
健
康
手
帳
交
付
の
方
の
み
）

　
①
印
鑑　
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
ま

　
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

※

実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、必
ず
事
前

　
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

代
理
の
場
合
は
、後
日
、本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

※

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
一
般
健
康
診

　
査
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

●
献
血
に
ご
協
力
を

　
患
者
さ
ん
の
輸
血
の
安
全
性
を
よ
り
高
め
る
た

め
、４
０
０
㎖
献
血
の
推
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

実
施
日　
９
月
８
日（
金
）

場　
所　
甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

時　
間　
12
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
９
月
の
健
診（
検
診
）日
程
の
ご
案
内

●
９
月
の
乳
幼
児
健
康
相
談
の
日
程

実
施
日　
６
日
、13
日
、20
日
、27
日（
各
水
曜
日
）

時　
間　
９
時
〜
11
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル

内　
容　
保
健
師
、
栄
養
士
、
助
産
師
に
よ
る

　
相
談
な
ど

※

来
所
者
が
多
い
場
合
は
待
ち
時
間
が
長
く
な

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１
日
、２
日
、４
日
、５
日
、６
日
、７
日
、８
日
、

　
10
日
、11
日
、12
日
、13
日
、14
日

○
若
草
健
康
セ
ン
タ
ー

　
25
日
、26
日
、27
日
、28
日
、29
日

総
合
健
診
（
受
付
８
時
〜
10
時
30
分
）

○
若
草
健
康
セ
ン
タ
ー

　
１
日
、４
日

○
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
６
日
、８
日
、12
日
、13
日
、19
日
、20
日
、22
日
、

　
25
日

○
櫛
形
健
康
セ
ン
タ
ー

　
６
日
、７
日
、８
日
、11
日
、12
日
、13
日
、14
日
、

　
19
日
、20
日
、21
日

※

お
送
り
し
ま
し
た
受
診
票
等
の
内
容
を
ご
確

　
認
の
上
、忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※

お
申
込
み
が
ま
だ
の
方
は
、健
康
増
進
課
に
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課　電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

乳
が
ん
検
診
（
受
付
14
時
〜
16
時
）

－１－

  

せ
ら
知
お

   
  

   

善
意



　
●
伊
奈
ヶ
湖
周
辺
施
設 
　
休
館
の
お
知
ら
せ

　
伊
奈
ヶ
湖
周
辺
の
施
設（
ウ
ッ
ド
ビ
レ
ッ
ジ
、グ

リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ
、レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、菖
蒲
池
公
衆
ト

イ
レ
、北
伊
奈
ヶ
湖
駐
車
場
）の
改
修
工
事
が
行

な
わ
れ
ま
す
。工
事
期
間
中
は
各
施
設
を
休
館

し
ま
す
。ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間　
平
成
29
年
９
月
１
日
〜
平
成
30
年

　
３
月
31
日

※

営
業
の
再
開
に
つ
い
て
は
、広
報
紙
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課　電

話（
２
８
２
）６
２
９
４

●
所
有
者
の
費
用
負
担
な
く

　
森
林
整
備
が
で
き
ま
す

　
貴
重
な
財
産
で
あ
る
森
林
を
適
正
に
整
備・保

全
し
て
い
く
こ
と
は
、安
全
か
つ
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
う
え
で
、極
め
て
重
要
で
す
。

　
県
で
は
、森
林
環
境
税
を
財
源
と
し
て
、手
入
れ

の
遅
れ
た
森
林
を
整
備
す
る
事
業
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。所
有
者
に
は
費
用
負
担
が
生
じ
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
森
林

①
混
み
合
っ
た
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
、ア
カ
マ
ツ
な
ど
の

　
人
工
林

②
集
落
や
田
畑
に
近
い
場
所
に
あ
る
、広
葉
樹

　
等
の
里
山
林

③
天
然
更
新
が
困
難
な
ど
、伐
採
後
に
森
林
の

　
状
態
に
回
復
し
て
い
な
い
林
地

事
業
内
容　
間
伐
、除
伐
、広
葉
樹
植
栽（
必
要

　
に
応
じ
て
獣
害
防
除
、作
業
道
新
設
な
ど
）を

　
実
施
し
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
混
じ
っ
た
森
や
、

　
広
葉
樹
の
森
に
整
備
し
ま
す
。

場　
所　
富
士
川
町「
町
民
会
館
」

定　
員　
15
名（
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
）

受
講
料　
無
料

締　
切　
９
月
14
日（
木
）

要　
件　
シ
ル
バ
ー
就
業
を
希
望
す
る
60
歳
以

　
上
の
方（
事
前
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

　
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

お
問
合
せ
／
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

電
話（
２
２
８
）８
３
８
３

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

実
施
日　
10
月
22
日（
日
）

場　
所　
山
梨
英
和
大
学

実
施
日　
10
月
28
日（
土
）

場　
所　
都
留
文
科
大
学

受
付
期
間

◯
電
子
申
請　
９
月
３
日（
日
）〜
９
月
10
日（
日
）

◯
書
面
申
請　
９
月
６
日（
水
）〜
９
月
13
日（
水
）

　
　
　
　
　

  （
土・日
曜
は
除
く
）

受
付
時
間　
９
時
〜
17
時

受
付
場
所　

　
（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部

※

試
験
案
内
お
よ
び
願
書
等
は
消
防
本
部・消

　
防
署
に
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
市
消
防
本
部
予
防
課

電
話（
２
８
２
）７
２
１
９

●
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

　
認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る
指
定

工
事
店
に
は
、「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
」の
資
格
を
有
す
る
者
の
専
属
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間　
10
月
２
日（
月
）〜
10
月
23
日（
月
）

開
催
日　
11
月
14
日（
火
）

時　
間　
10
時
〜
16
時

場　
所　
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

開
催
日　
11
月
26
日（
日
）

時　
間　
10
時
〜
12
時
15
分

場　
所　
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
※

申
込
用
紙
は
、市
下
水
道
課
に
も
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

電
話（
２
６
３
）２
７
３
８

●
整
理
収
納
・
接
遇
・
清
掃
講
習
会

（
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２
級
資
格
）

　
整
理
収
納
の
知
識・技
術
お
よ
び
マ
ナ
ー
を
学

び
、資
格
を
取
得
し
ま
す
。

開
催
日　
10
月
25
日
、26
日
、27
日

時　
間　
25
日　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
26
、27
日　
10
時
〜
16
時

条　
件　
事
業
実
施
後
20
〜
30
年
間
は
、森
林

　

以
外
に
転
用
し
た
り
、木
を
一
度
に
全
部
伐

　
ら
な
い
協
定
を
結
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
合
せ
／
中
北
林
務
環
境
事
務
所

　
森
づ
く
り
推
進
課

電
話
０
５
５
１（
２
３
）３
０
８
９

　
中
央
森
林
組
合　

  

電
話（
２
３
２
）０
５
８
１

講
習
会

試
験
日

募　
　

集

●
乙
種
第
４
類
危
険
物
取
扱
者

　
試
験
準
備
講
習
会

開
催
日　
９
月
16
日（
土
）

時　
間　
９
時
〜
16
時

場　
所　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
甲
府
市
朝
気
）

開
催
日　
９
月
23
日（
土
）

時　
間　
９
時
〜
16
時

場　
所　
富
士
吉
田
市
民
会
館（
富
士
吉
田
市
）

開
催
日　
９
月
24
日（
日
）

時　
間　
９
時
〜
16
時

場　
所　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
甲
府
市
朝
気
）

受
付
期
間
①　
９
月
６
日（
水
）〜
13
日（
水
）

　
（
土・日
曜
は
除
く
）　
９
時
〜
16
時

受
付
場
所
①　

　
（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー 

山
梨
県
支
部

受
付
期
間
②　
９
月
14
日（
木
）〜
22
日（
金
）

　
（
土・日
曜
は
除
く
）　
９
時
〜
16
時

受
付
場
所
②　

　
（
一
社
）山
梨
県
危
険
物
安
全
協
会

●
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
川
柳
募
集

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関
心
を
高
め
る

た
め
、川
柳
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ　
「
伝
え
る
」

応
募
資
格　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
被
保
険
者

応
募
期
間　
９
月
１
日（
金
）〜
10
月
31
日（
火
） 

応
募
方
法　
作
品
と
ペ
ン
ネ
ー
ム
、住
所
、氏
名
、

　
年
齢
、電
話
番
号
、職
業
を
記
入
の
上
、郵
送

　
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
送
付

※

１
人
２
点
ま
で

郵
送
先　
〒
４
０
０ｰ

８
５
８
７ 

甲
府
市
蓬
沢

　
一
丁
目
15
番
35
号　
山
梨
県
自
治
会
館
２
階

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kouho@
yam

anashi-iryoukouiki.jp

表
彰
内
容　
広
域
連
合
長
賞

　
（
賞
品
：
山
梨
県
特
産
品
５
千
円
相
当
）等

お
問
合
せ
／
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
総
務
課　
　
　
　

  

電
話（
２
３
６
）５
６
７
１

－２－

  

せ
ら
知
お

   
  

   

募
集



●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会（
要
予
約
）

　
ご
本
人
や
ご
家
族
が
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す

る
不
安
が
原
因
で
次
の
よ
う
な
状
態
に
あ
り
、困

り
事
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
の
相
談
を
精
神
科

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関
心
を
高
め
る

た
め
、川
柳
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ　
「
伝
え
る
」

応
募
資
格　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
被
保
険
者

応
募
期
間　
９
月
１
日（
金
）〜
10
月
31
日（
火
） 

応
募
方
法　
作
品
と
ペ
ン
ネ
ー
ム
、住
所
、氏
名
、

　
年
齢
、電
話
番
号
、職
業
を
記
入
の
上
、郵
送

　
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
送
付

※

１
人
２
点
ま
で

郵
送
先　
〒
４
０
０ｰ

８
５
８
７ 

甲
府
市
蓬
沢

　
一
丁
目
15
番
35
号　
山
梨
県
自
治
会
館
２
階

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kouho@
yam

anashi-iryoukouiki.jp

表
彰
内
容　
広
域
連
合
長
賞

　
（
賞
品
：
山
梨
県
特
産
品
５
千
円
相
当
）等

お
問
合
せ
／
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
総
務
課　
　
　
　

  

電
話（
２
３
６
）５
６
７
１

●
平
成
29
年
度 

自
衛
官
等
募
集
案
内

対
象
者　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

試
験
日　
９
月
16
日（
土
）〜
18
日（
月・祝
）

　

※

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す（
一
次
）

受　
付　
７
月
１
日（
土
）〜
９
月
８
日（
金
）

一
般
曹
候
補
生

対
象
者　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

試
験
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す　

受　
付　
通
年
受
付

自
衛
官
候
補
生

対
象
者

　
海
：
18
歳
以
上（
高
卒（
見
込
含
））23
歳
未
満

　
空
：
18
歳
以
上（
高
卒（
見
込
含
））21
歳
未
満

試
験
日　
９
月
18
日（
月・祝
）（
一
次
）　

受　
付　
７
月
１
日（
土
）〜
９
月
８
日（
金
）

お
問
合
せ
／
自
衛
隊
南
ア
ル
プ
ス
募
集
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）５
１
５
０

航
空
学
生

無
料
相
談

●
不
動
産
無
料
相
談
会（
予
約
不
要
）

　
宅
建
協
会
に
よ
る
不
動
産
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
や
不
安
な
ど
の
相
談
会
で
す
。

開
催
日　
９
月
20
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

電
話（
２
４
３
）４
３
０
０

　
結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
結
婚
相
手
の
紹
介
と

相
談
を
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　
９
月
17
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
20
時

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　
件　
男
性
50
才
、女
性
45
才
ま
で
の
健
康
な
方

持
ち
物　
印
鑑
、ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

●
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

　
各
種
相
談
会

結
婚
相
談（
登
録
制
）

無
料
法
律
相
談

　
相
続
、土
地・不
動
産
、借
金
、離
婚
な
ど
の
法

律
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

○
司
法
書
士
会（
予
約
優
先
１
人
50
分・９
月
１

　
日
予
約
開
始
）

開
催
日　
９
月
16
日（
土
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　
件　
市
内
在
住

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど

を
受
付
け
ま
す
。

開
催
日　
９
月
８
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談

○
弁
護
士
会（
予
約
制
１
人
30
分・９
月
１
日
予

　
約
開
始
）

開
催
日　
９
月
22
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　
所　
市
役
所
本
庁
舎

要　
件　
市
内
在
住  

予
約
年
度
１
回
ま
で

　
（
予
約
制
１
人
30
分・９
月
１
日
予
約
開
始
）

　
10
月
は
従
来
の
無
料
法
律
相
談
の
他
に
、次
の
日

程
で
弁
護
士
会
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
10
月
６
日（
金
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

場　
所　
市
役
所
本
庁
舎

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話（
２
８
２
）６
４
９
３

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

●
高
齢
者・障
害
者
の
人
権

　
あ
ん
し
ん
相
談

　
高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
の
解
決
を
図
る
た
め
、全
国
一
斉「
高
齢
者・障

害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間
を
実

施
し
ま
す
。

実
施
日　
９
月
４
日（
月
）〜
９
月
10
日（
日
）

時　
間　
８
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
　
（
土
日
は
10
時
〜
17
時
）

電　
話　
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

　
　
　
　
（
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

お
問
合
せ
／
甲
府
地
方
法
務
局

電
話（
２
５
２
）７
２
３
９

医
が
お
受
け
し
ま
す
。

・
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
。意
欲
が
な
い
。

・
ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
に
な
っ
て
い
る
。

・
飲
酒
が
原
因
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
。

開
催
日　
９
月
20
日（
水
）

時　
間　
15
時
〜
17
時　

場　
所　
予
約
の
際
に
相
談
し
や
す
い
場
所
を

　
確
認
し
な
が
ら
決
め
ま
す
。

※

最
初
に
、簡
単
に
相
談
内
容
を
聞
き
取
り
ま
す
。

※

相
談
会
以
外
で
も
随
時
相
談
を
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

電
話（
２
８
２
）７
２
５
０

●
税
金
無
料
相
談
会（
予
約
不
要
）

　

税
理
士
会
に
よ
る
相
続
税
、所
得
税
お
よ
び

法
人
税
等
の
無
料
相
談
会
で
す
。相
談
時
間
は

１
人
30
分
程
度
で
す
。

開
催
日　
10
月
12
日（
木
）

時　
間　
13
時
〜
16
時（
15
時
30
分
受
付
終
了
）

場　
所　
市
役
所
本
庁
舎
３
階
Ａ
会
議
室

お
問
合
せ
／
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

電
話（
２
３
３
）１
３
１
８

●
出
張
ふ
く
し
相
談
会
開
催

　
ふ
く
し
の
専
門
相
談
員（
C
S
W
）が
毎
月
各

地
区
に
出
張
し
、相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
無
料
、

秘
密
厳
守
！ 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
９
月
19
日（
火
）

時　
間　
10
時
〜
12
時

場　
所　
百
々
公
民
館

※

相
談
会
以
外
で
も
常
時
相
談
を
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
ふ
く
し
相
談

　
支
援
セ
ン
タ
ー　

  

電
話（
２
８
４
）７
８
３
０

－３－

  
   

募
集

談
相
料
無



相
談
員　
社
会
福
祉
士

申
込・お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
７
２
２

●
認
知
症
予
防
講
演
会

　
く
い
と
め
ろ
！
認
知
症
!!

　
今
日
か
ら
と
り
く
む
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

　
認
知
症
に
な
ら
ず
に
元
気
に
生
活
！
脳
を
若

返
ら
せ
る
方
法
教
え
ま
す
。

　
認
知
症
は
あ
る
日
突
然
発
症
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。根
本
的
治
療
が
見
つ
か
ら
な
い
な

か
、認
知
症
に
な
る
一
歩
手
前
か
ら
認
知
力
を

向
上
さ
せ
る
取
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。講

演
で
は
、認
知
症
に
先
手
を
打
つ
、予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
お
伝
え
し
ま
す
。参
加
無
料
で
す
。

開
催
日　
10
月
４
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分（
開
場
13
時
）

場　
所　
桃
源
文
化
会
館

講　
師　
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
予
防

　
老
年
学
研
究
部 

部
長 

島
田
裕
之 

氏

申　
込　
電
話
、フ
ァッ
ク
ス
で
受
け
付
け
ま
す

申
込・お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

電
話（
２
８
２
）７
３
４
７

フ
ァッ
ク
ス（
２
８
２
）６
１
８
９

●
や
ま
び
こ
の
会 

映
画
上
映
会

開
催
日　
９
月
９
日（
土
）

時　
間　
13
時
30
分
開
演（
13
時
開
場
）

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内　
容　
「
毎
日
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
２
」上
映

※

入
場
は
無
料
で
す
が
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　

配
布
は
や
ま
び
こ
の
会
、介
護
福
祉
課
で
行

　
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
一
人
３
枚
ま
で
と
な
り
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会 

名
取

電
話
０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４
１

　
介
護
福
祉
課　
　

  

電
話（
２
８
２
）７
３
３
９

●
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

　
家
族
が
も
し
か
し
て
認
知
症
か
も
、認
知
症
の

家
族
の
介
護
が
つ
ら
い
、近
所
の
認
知
症
の
人
に

ど
う
接
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
、ひ
と
り
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　
毎
週
水
曜
日

時　
間　
８
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
介
護
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

※

相
談
日
以
外
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課電

話（
２
８
２
）７
３
３
９

②
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
「
や
ま
び
こ
の
会
」相
談
日

開
催
日　
９
月
20
日（
水
）（
要
予
約
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
白
根
げ
ん
き
館

※

認
知
症
カ
フ
ェ「
カ
フ
ェ
や
ま
び
こ
」も
同
時
開

　
催
し
ま
す
。（
参
加
費
２
０
０
円
）

※

予
約
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会 

名
取

電
話 

０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４
１

●
成
年
後
見
制
度
相
談
会（
予
約
優
先
）

　
成
年
後
見
制
度
は
、認
知
症
、精
神
障
害
、知

的
障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

人
が
、財
産
管
理
や
日
常
生
活
で
の
様
々
な
契

約
等
を
行
な
う
と
き
に
、判
断
が
む
ず
か
し
く

不
利
益
を
被
る
こ
と
等
を
防
ぎ
、権
利
と
財
産

を
守
り
、支
援
す
る
制
度
で
す
。

開
催
日 

９
月
20
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

受
付
期
間　
９
月
１
日（
金
）〜
11
日（
月
）

※

な
お
、申
込
み
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、受
付

　
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
付
け
ま
す
。

①「
美
味
し
い
珈
琲
教
室
」

　
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
を
学
び
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
味
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　
９
月
20
日（
水
）、27
日（
水
）、

　
　
　
　
10
月
４
日（
水
） 

全
３
回

時　
間　
19
時
30
分
〜
21
時　

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
１
，１
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

定　
員　
20
名

②「
マ
ク
ラ
メ
編
み
で
ベ
ル
ト
作
り
教
室
」

　
紐
を
結
ぶ
こ
と
を
繰
り
返
し
な
が
ら
模
様
や

刺
繍
を
す
る
手
芸「
マ
ク
ラ
メ
編
み
」で
ベ
ル
ト
を

作
り
ま
す
。

開
催
日　
９
月
22
日（
金
）

時　
間　
19
時
〜
21
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
６
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

定　
員　
20
名

③
特
別
観
望
日「
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
と
秋
の
星

座
を
観
る
会
」

　
超
高
感
度
カ
メ
ラ
で
観
る
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀

河
と
秋
の
星
座
を
観
察
し
ま
す
。

開
催
日　
９
月
23
日（
土
）

●
生
涯
学
習
講
座

時　
間　
20
時
〜
21
時

場　
所　
ふ
る
さ
と
天
文
館

受
講
料　
１
０
０
円

定　
員　
20
名

④「
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
バ
ッ
ク
作
り
教
室
」（
中
級
編
）

　
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
針
も
糸
も
使
わ
ず
、編
ん

で
普
段
使
え
る
大
き
め
の
バ
ッ
ク
を
作
り
ま
す
。

手
芸
用
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
バ
ッ
ク
作
り
の
中
級

講
座
で
す
。

開
催
日　
９
月
26
日（
火
）、10
月
10
日（
火
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
２
，０
０
０
円(

材
料
費
込
み)

定　
員　
30
名

※

各
講
座
と
も
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

　
り
ま
す
。

※

定
員
以
下
の
場
合
は
開
講
で
き
な
い
こ
と
も

　
あ
り
ま
す
。

※

講
座
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、各
施
設
に
あ

　
り
ま
す
生
涯
学
習
講
座「
平
成
29
年
度
上
半

　
期
版
」の
チ
ラ
シ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話（
２
８
２
）７
７
７
８

●【
無
料
】ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

開
催
日　
９
月
14
日（
木
）、28
日（
木
）

時　
間　
20
時
〜
21
時
30
分

場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館

申　
込　
不
要

持
ち
物　
タ
オ
ル
、屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課電

話（
２
８
２
）７
７
７
８

－４－

談
相
料
無

ト
ン
ベ
イ



●
親
子
プ
レ
イ
ル
ー
ム
開
催

　
櫛
形
愛
育
会・子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
り
か

ご
の
会
で
は
、一
緒
に
遊
ん
で
、仲
間
づ
く
り
や

学
習
す
る
親
子
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日・内
容

①
10
月
４
日（
水
） 

親
子
あ
そ
び
、工
作

②
10
月
10
日（
火
） 

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方

③
10
月
17
日（
火
） 

子
ど
も
の
食
生
活

④
10
月
24
日（
火
） 

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紹
介

時　
間　
10
時
〜
11
時
30
分（
受
付 

９
時
45
分
〜
）

場　
所　
櫛
形
健
康
セ
ン
タ
ー

対　
象　
１
〜
３
歳
く
ら
い
の
子
ど
も
と
そ
の

　
保
護
者（
父
母
・
祖
父
母
）

講　
師

①
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　
　

②
保
健
師　
③
管
理
栄
養
士　
④
図
書
館
司
書

申
込・お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話（
２
８
４
）６
０
０
０

●
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
登
山
教
室

　
甲
斐
駒
ヶ
岳
絶
景
ポ
イ
ン
ト　

　
秋
の
紅
葉・黄
葉
を
訪
ね
て

開
催
日　
９
月
30
日（
土
）〜
10
月
１
日（
日
）

場　
所　
栗
沢
山
コ
ー
ス

定　
員　
20
名

参
加
費　
１
９
，０
０
０
円

　
　
　

 （
宿
泊
費
、昼
食
代
、保
険
料
、

　
　
　
　
タ
ク
シ
ー
代
、温
泉
入
浴
料
含
む
）

申　
込　
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

http://ashiyasu.com

締　
切　
９
月
15
日（
金
）

お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳
館

電
話（
２
８
８
）２
１
２
５

●
藍
再
び
、
市
内
染
色
の
歴
史
を
学
ぶ

　
か
つ
て
藍
染
の
拠
点
だ
っ
た
南
ア
ル
プ
ス
市
。

そ
の
歴
史
を
講
座
で
ひ
も
と
き
ま
す
。ま
た
藍
の

染
料
と
な
る「
す
く
も
」作
り
を
実
体
験
。そ
し
て

昨
年
の
す
く
も
を
使
っ
た
本
藍
建
て
染
め
で
南

●
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

　
妊
婦
さ
ん
に
必
要
な
栄
養
素
や
味
付
け
に
つ

い
て
、実
際
に
調
理
を
し
て
確
認
し
ま
す
。離
乳

食
の
作
り
方
も
紹
介
し
ま
す
。

開
催
日　
９
月
12
日（
火
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分
）

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　
象　
市
内
在
住
の
妊
婦
さ
ん

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、エ
プ
ロ
ン

※

上
の
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
に
な
る
場
合
は
、

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

マ
タ
ニ
テ
ィ
キ
ッ
チ
ン

●
幸
せ
実
感
！
南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー
グ
対
象
事
業

「
料
理
ビ
ギ
☆

　
　
〜
高
校
生
の
た
め
の
料
理
教
室
〜
」

　
進
学
や
就
職
で
１
人
暮
ら
し
を
始
め
る
前
に

料
理
が
作
れ
る
と
安
心
で
す
。ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

開
催
日　
10
月
22
日（
日
）

時　
間　
10
時
〜
13
時（
受
付
９
時
40
分
〜
）

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　
員　
20
名（
高
校
生
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、手
ふ
き
タ
オ
ル

申　
込　
９
月
22
日（
金
）ま
で
受
付

申
込・お
問
合
せ
／
食
生
活
改
善
推
進
員
会

　
（
健
康
増
進
課
）　  

電
話（
２
８
４
）６
０
０
０

　

自
然
豊
か
な
伊
奈
ヶ
湖
周
辺
を
ゆ
っ
く
り
散

策
し
な
が
ら
自
然
観
察
を
し
ま
す
。

開
催
日　
９
月
10
日（
日
） 

雨
天
中
止

時　
間　
９
時
〜
12
時

場　
所　
県
民
の
森

申　
込　
電
話
に
て
受
付

定　
員　
20
名

参
加
費　
無
料

　
櫛
形
山
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
南
伊
奈
ヶ
湖
で

カ
ヌ
ー
を
体
験
で
き
ま
す
。

開
催
日　
９
月
16
日（
土
） 

雨
天
中
止

時　
間　
13
時
〜
15
時

場　
所　
南
伊
奈
ヶ
湖

申　
込　
電
話
に
て
受
付

定　
員　
20
名(

身
長
１
１
０㎝
以
上
の
方)

●
森
林
科
学
館
の
イ
ベ
ン
ト

伊
奈
ヶ
湖
周
辺
自
然
観
察
会

カ
ヌ
ー
教
室

参
加
費　
５
０
０
円

　
持
ち
寄
っ
た
き
の
こ
を
専
門
家
が
鑑
定
し
て
く

れ
ま
す
。申
込
不
要
で
参
加
無
料
で
す
。

開
催
日　
９
月
30
日（
土
）

時　
間　
13
時
〜
15
時

場　
所　
県
民
の
森 

森
林
科
学
館

申
込・お
問
合
せ
／

（
土・日・祝
日
）森
林
科
学
館

電
話（
２
８
３
）５
７
１
８

（
平
日
）観
光
商
工
課　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

き
の
こ
観
察
会

●
仙
水
峠
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

開
催
日　
10
月
14
日（
土
）

時　
間　
７
時
〜
17
時

場　
所　
仙
水
峠（
芦
安
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

　
集
合
、集
合
場
所
か
ら
は
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー

　
に
て
送
迎
）

参
加
費　
無
料

※

南
ア
ル
プ
ス
林
道「
利
用
者
協
力
金
」自
己
負

　
担（
往
復
２
０
０
円
）

定　
員　
24
名

※

往
復
３
時
間
程
度
の
登
山
が
で
き
る
方

申
込
方
法　
電
話
申
込
で
受
付（
先
着
順
）

受
付
開
始　
９
月
４
日（
月
）８
時
30
分
〜

申
込・お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課

電
話
０
７
０（
４
４
６
３
）６
６
２
２

ア
ル
プ
ス
ブ
ル
ー
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
９
月
９
日（
土
）

時　
間　
９
時
〜
12
時
頃

場　
所　
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

定　
員　
20
名

参
加
費　
６
０
０
円（
ハ
ン
カ
チ
代
含
む
）

持
ち
物　
ゴ
ム
手
袋
、汚
れ
て
も
い
い
服
装

申
込・お
問
合
せ
／
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館　

電
話（
２
８
２
）７
４
０
８

●
市
立
美
術
館
フ
ロ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日　
９
月
24
日（
日
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
11
時　
　

場　
所　
市
立
美
術
館
前
庭

出　
演　
巨
摩
高
校
吹
奏
楽
部

参
加
費　
無
料

お
問
合
せ
／
市
立
美
術
館　電

話（
２
８
２
）６
６
０
０

－５－

ト
ン
ベ
イ



●
英
語・ス
ペ
イ
ン
語
教
室

　
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、活
動
の
周
知
お
よ
び
、

多
文
化
共
生
事
業
と
し
て
英
語・ス
ペ
イ
ン
語
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
10
月
５
日（
木
）、12
日（
木
）、

　
　
　
　
19
日（
木
）、26
日（
木
）

時　
間　
19
時
30
分
〜
20
時
45
分

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
会　
員
：
２
，０
０
０
円

　
　
　
　
非
会
員
：
３
，０
０
０
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
）

講　
師　
英
語
：
ダ
ニ
エ
ル･

リ
ー
先
生

　
　
　
　
ス
ペ
イ
ン
語
：
ウ
リ
エ
ル・ソ
ト
先
生

締　
切　
９
月
29
日（
金
）

※

定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
市
国
際
交
流
協
会

電
話（
２
８
０
）８
３
４
５

●
動
物
愛
護
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す

　
テ
ー
マ
は「
飼
う
と
決
め
た
ら
一
生
一
緒
」で

す
。人
と
動
物
が
一
緒
に
暮
ら
す
た
め
に
、多
く

●
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

　
市
民
活
動
の
企
画
内
容
を
磨
き
上
げ
、交
流

連
携
を
す
す
め
る
情
報
交
換
サ
ロ
ン
で
す
。

開
催
日　
９
月
５
日（
火
）

時　
間　
19
時
30
分
〜

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

講　
師　
佐
藤
文
昭
先
生（
県
立
大
学
）

市
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
サ
ロ
ン

　
市
で
は
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
課
題
な
ど
、地
域

や
市
民
を
対
象
に
し
た
取
り
組
み
、イ
ベ
ン
ト
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
事
業
に
要
す
る
費
用
を

助
成
し
て
い
ま
す
。企
画
を
お
持
ち
の
方
、実
現

し
た
い
方
な
ど
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対　
象　

○
テ
ー
マ（
ま
ち
づ
く
り
、子
育
て
、連
携
交
流
、

　
若
者
、高
齢
者
、産
業・伝
統
、地
域
資
源
な
ど
）

○
市
民
活
動
団
体
等
が
実
施
す
る
公
共
性
の
あ

　
る
も
の

○
地
域
の
祭
や
個
人
的
な
イ
ベ
ン
ト
は
除
く

○
年
度
内
に
実
施
す
る
も
の

○
地
域
課
題
や
市
民
の
た
め
に
行
な
う
活
動

○
市
民
活
動・交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

○
国
、県
、市
か
ら
補
助
や
委
託
を
受
け
て
い
る

　
も
の
や
自
治
会
が
行
な
う
も
の
は
除
く
。
※

企
画
か
ら
実
施
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
い

　
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
９
月
26
日（
火
）

時　
間　
19
時
30
分
〜

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

申
込・お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
カ
タ
チ
に
！

「
テ
ー
マ
型
活
動
助
成
事
業
」説
明
会

時　
間　
19
時
〜

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
５
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）　

内　
容　
演
奏・談
話
会・喫
茶

主　
催　
さ
と
や
ま
ダ
モ
ー
レ

●
や
ま
な
み
の
湯
の
イ
ベ
ン
ト

①
オ
イ
ル
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ・成
長
カ
レ
ン

　
ダ
ー
作
り（
要
予
約
）

開
催
日　
９
月
11
日（
月
）、25
日（
月
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

●
シ
ャ
ン
ブ
レ
イ
事
業
第
97
弾 

歌
声
喫
茶

　
大
き
な
声
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　
９
月
10
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜

会　
場　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

出　
演　
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン　
大
久
保　
幸

　
　
　
　
歌
唱
指
導　
　
　
　
杉
平　
は
る
み

参
加
費　
５
０
０
円（
茶
菓
子
付
）

お
問
合
せ
／
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
３
１
１

●
第
３
回
ハ
ー
ブ
教
室

　
ハ
ー
ブ
園
の
お
手
入
れ・枕
作
り

開
催
日　
９
月
27
日（
水
）

時　
間　
９
時
30
分
〜

場　
所　
御
勅
使
南
公
園 

中
央
広
場

参
加
費　
１
，
５
０
０
円

定　
員　
20
名

申
込・お
問
合
せ
／
御
勅
使
南
公
園
管
理
事
務
所

電
話（
２
８
５
）４
７
１
２

●
第
５
回
湧
暇
李
市（
ユ
ウ
カ
リ
イ
チ
）開
催

　
毎
月
第
３
日
曜
日
に
開
催
予
定
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
す
。新
規
出
店
者
も
募
集
中
で
す
。

開
催
日　
９
月
17
日（
日
）

時　
間　
11
時
〜
17
時

場　
所　
湧
暇
李
の
里 

樹
園

出　
店　
各
種
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
商
品
、古
着
、ワ
ン

　
ち
ゃ
ん
の
洋
服
＆
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、野
菜
、珈
琲
、

　
メ
ロ
ン
パ
ン
、カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、ソ
フ
ト
ク
リ
ー

　
ム
、射
的
、輪
投
げ
、ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

　
等（
予
定
）

申
込・お
問
合
せ
／
樹
園電

話（
２
８
５
）４
１
３
１

　
市
内
在
住
の
音
楽
家
、藤
原
義
章
さ
ん（
指
揮
、

ヴ
ィ
オ
ラ
）が
、「
音
楽
は
森
羅
万
象
に
通
じ
る
」

を
テ
ー
マ
に
、演
奏
や
お
茶
を
交
え
て
、さ
ま
ざ

ま
な
事
柄
を
モ
チ
ー
フ
に
展
開
す
る
気
楽
な
音

楽
談
話
会
で
す
。

開
催
日　
９
月
19
日（
火
）

第
27
回
さ
ら
り
と
音
楽
談
義 

〜
偽
作
と
音
楽
〜

の
人
に
動
物
の
愛
護
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う

機
会
と
し
ま
す
。

開
催
日　
９
月
24
日（
日
）　

時　
間　
10
時
〜
15
時

場　
所　
イ
ベ
ン
ト
：
昭
和
町
総
合
体
育
館

　
　
　
　
表
彰
式
典
：
昭
和
町
総
合
会
館

内　
容　
図
画
展
示
、犬
猫
飼
い
方
相
談
、犬
猫

　
健
康
相
談
、一
日
獣
医
師
体
験
、無
料
乗
馬
体

　
験
、動
物
ク
イ
ズ
、盲
導
犬・聴
導
犬
紹
介
、動

　
物
愛
護
イ
ベ
ン
ト
シ
ョ
ー（
サ
ク
ラ
イ
ザ
ー
ヒ
ー

　
ロ
ー
シ
ョ
ー
）

お
問
合
せ
／
中
北
保
健
所
峡
北
支
所 

衛
生
課

電
話
０
５
５
１（
２
３
）３
０
７
１

対　
象　
２
ヵ
月
か
ら
１
歳
半
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

　
と
マ
マ

参
加
費　
１
，２
０
０
円

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
、写
真
２
〜
３
枚

申　
込　
担
当 

内
藤

　
　
　
　
電
話 

０
９
０（
５
４
９
５
）６
１
０
０

②
耳
つ
ぼ・ヘッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ
フ
ト
ア
ッ
プ

開
催
日　
９
月
７
日（
木
）、21
日（
木
）

時　
間　
14
時
〜
19
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

参
加
費　
１
，０
０
０
円

お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯

電
話（
２
８
０
）３
３
４
０

－６－

ト
ン
ベ
イ



●
ペ
ン
習
字
教
室

　
一
緒
に
ペ
ン
習
字
を
習
い
ま
せ
ん
か
。市
民
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
日　
９
月
８
日（
金
）、10
月
６
日（
金
）

時　
間　
18
時
〜
20
時
30
分

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講　
師　
佐
々
木
玉
峰 

先
生

申
込・お
問
合
せ
／
文
化
協
会 　
河
西 

八
重
美

電
話（
２
８
３
）１
６
４
２

●
櫛
形
地
区
市
民
文
化
祭
の
作
品
募
集

　
櫛
形
地
区
在
住
・
在
勤
の
方
々
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
出
品
す
る
際
は
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
作
品
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
10
月
８
日（
日
）、９
日（
月
）

場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館

作
品
搬
入　
10
月
７
日（
土
）13
時
〜
16
時

作
品
搬
出　
10
月
９
日（
月
）16
時
〜
18
時

申
込・お
問
合
せ
／
櫛
形
地
区
文
化
協
会 

斉
藤

電
話
０
９
０（
７
１
８
０
）４
４
２
８

●
神
楽
保
存
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
１
３
０
年
に
渡
り
継
承
さ
れ
て
い
る
太
々
神

楽
を
次
世
代
に
残
す
活
動
に
参
加
し
て
く
れ
る

方
を
募
集
中
で
す
。
年
２
回（
４
月
29
日
、
12
月

31
日
）祭
典
を
実
施
し
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は

気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

場　
所　
櫛
形
山
寺 

八
幡
神
社

対　
象　
募
集
地
域
は
市
内
全
域
で
、年
齢
や

締　
切　
９
月
15
日（
金
）

申
込・お
問
合
せ
／
櫛
形
中
央
公
民
館

　
小
笠
原・山
寺
地
区
分
館
長 

塩
田

電
話（
２
８
２
）３
２
４
３

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
大
正
琴 

無
料
体
験
会

　
五
線
譜
が
読
め
な
い
。楽
器
経
験
が
な
い
。で

も
何
か
楽
器
を
し
た
い
方
。大
正
琴
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
９
月
24
日（
日
）

時　
間　
13
時
45
分
〜
15
時
45
分

場　
所　
白
根
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
お
持
ち
で
あ
れ
ば
大
正
琴

※

お
持
ち
で
な
く
て
も
無
料
で
お
貸
し
い
た
し

　
ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

定　
員　
５
名

参
加
費　
無
料

申
込・お
問
合
せ
／
早
乙
女
大
正
琴 

早
乙
女

電
話
０
９
０（
２
７
５
２
）３
８
３
６

●
芦
安
そ
ば
の
会 

そ
ば
打
ち
体
験
教
室

開
催
日　
９
月
10
日（
日
）

時　
間　
10
時
〜

場　
所　
南
ア
ル
プ
ス
ふ
れ
あ
い
館

参
加
費　
１
，１
０
０
円

定　
員　
16
名

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾（
バ
ン
ダ
ナ
等
）

申
込・お
問
合
せ
／
深
澤電

話（
２
８
５
）３
３
７
７

●
第
15
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

開
催
日　
９
月
24
日（
日
）

時　
間　
18
時
〜
21
時

場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館

会　
費　
１
，０
０
０
円

申
込・お
問
合
せ
／
体
育
協
会 

社
交
ダ
ン
ス
部

　
深
沢　
　
電
話
０
９
０（
６
５
４
５
）８
６
５
２

●
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
講
座
参
加
者
募
集

　
南
ア
ル
プ
ス
染
と
色
の
世
界・そ
し
て
祈
り
を

テ
ー
マ
に
市
内
を
め
ぐ
り
ま
す
。

開
催
日　
９
月
25
日（
月
）雨
天
決
行（
雨
具
各
自
）

時　
間　
８
時
30
分
集
合

場　
所　
滝
沢
川
西
芝
生
広
場
駐
車
場
集
合

講　
師　
文
化
財
課
職
員

定　
員　
70
名

参
加
費　
１
，０
０
０
円

●
シ
ャ
ン
ブ
レ
イ〝
彩
り
市
〞開
催

　
買
う
人・売
る
人・見
る
人
、み
ん
な
が
笑
顔
に

な
る
朝
市
で
す
。

開
催
日　
９
月
17
日（
日
）

時　
間　
９
時
〜
12
時

会　
場　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
玄
関
前

内　
容　
野
菜
、
ブ
ド
ウ
、
焼
き
鳥
、
団
子
、

　
手
作
り
小
物
ほ
か

※

雨
天
の
時
は
セ
ン
タ
ー
の
中
で
開
催
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
３
１
１

●
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
無
料
体
験
会

　
性
別
や
年
齢
に
関
係
な
く
、ハ
ッ
ピ
ー
な
カ
ン

ト
リ
ー
音
楽
で
ど
な
た
で
も
楽
し
め
ま
す
。

開
催
日　
９
月
14
日（
木
）、21
日（
木
）、28
日（
木
）

時　
間　
19
時
〜
21
時
30
分

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／

　
南
ア
ル
プ
ス
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ 

長
田

電
話
０
９
０（
３
０
６
７
）２
９
１
３

　
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

お
問
合
せ
／
山
寺
神
楽
部　
山
田

電
話
０
９
０（
４
２
２
０
）５
３
１
８

●
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
よ
る

　
走
り
方
教
室

開
催
日　
９
月
９
日（
土
）

時　
間　
９
時
〜
12
時（
受
付
８
時
30
分
〜
）

場　
所　
遊・湯
ふ
れ
あ
い
公
園 

定　
員　
１
２
０
名（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

対　
象　
未
就
学
児
〜
小
学
６
年
生

締　
切　
９
月
４
日（
水
）

申
込・お
問
合
せ
／
甲
斐
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

電
話（
２
６
０
）８
８
７
７

●
文
化
協
会
櫛
形
地
区
陶
芸
部
作
品
展

　
「
櫛
陶
会
」会
員
28
名
の
力
作
を
展
示
し
ま
す
。

素
人
な
ら
で
は
の
陶
芸
の
驚
き
、面
白
さ
、そ
し

て
素
晴
ら
し
さ
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
９
月
10
日（
日
）〜
24
日（
日
）

※

11
日
と
19
日
は
休
館
、24
日
は
15
時
ま
で

時　
間　
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　
所　
市
立
美
術
館

お
問
合
せ
／
穴
水　
　
電
話(

２
８
４)

２
８
７
０

●
南
ア
ル
プ
ス
土
地
改
良
区
職
員
募
集

募
集
職
種　
一
般
事
務
職 

１
名

募
集
期
間　
９
月
４
日（
月
）〜
15
日（
金
）

試
験
日　
　
10
月
中
旬
予
定

※

募
集
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
９
月
４
日（
月
）か

　
ら
南
ア
ル
プ
ス
土
地
改
良
区
で
配
布
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
土
地
改
良
区

電
話（
２
８
２
）４
５
２
８

－７－

ト
ン
ベ
イ

ら
か
民
市



●
新
規
会
員
入
会
＆
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
遊・湯
ふ
れ
あ
い
公
園 

後
楽
園
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

８
月
１
日（
火
）〜
９
月
30
日（
土
）の
期
間
中
に

新
規
入
会（
３
ヵ
月
以
上
継
続
）さ
れ
た
場
合
、個

人
会
員
の
月
会
費（
通
常
６
，０
０
０
円
）が
、１
ヵ

月
分
無
料
に
な
り
ま
す
。ま
た
、既
存
会
員
の
方

か
ら
紹
介
で
入
会
さ
れ
た
場
合
、お
２
人
と
も
継

続
中
は
ず
っ
と
月
会
費
が
５
，３
０
０
円
に
割
引

さ
れ
ま
す
。

お
問
合
せ
／
遊・湯
ふ
れ
あ
い
公
園 

後
楽
園
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　

   

電
話（
２
８
２
）７
６
１
０

●
南
ア
ル
プ
ス
市
文
化
協
会 
　
各
地
区
文
化
祭
開
催
日

○
八
田
地
区　
展
示・芸
能
発
表

　
開
催
日　
10
月
27
日（
金
）〜
29
日（
日
）　 

　
場　
所　
八
田
ふ
れ
あ
い
情
報
館

○
櫛
形
地
区　
展
示

　
開
催
日　
10
月
８
日（
日
）〜
９
日（
月・祝
） 

　
場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館

○
櫛
形
地
区　
芸
能
発
表

　
開
催
日　
11
月
５
日（
日
）

　
場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
甲
西
地
区　
展
示

　
開
催
日　
10
月
13
日（
金
）〜
15
日（
日
） 

　
場　
所　
甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
甲
西
地
区　
芸
能
発
表

　
開
催
日　
10
月
22
日（
日
） 

　
場　
所　
甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／

　
八
田
地
区 

藤
巻　
　
電
話（
２
８
５
）０
９
９
７

　
櫛
形
地
区 

斉
藤　
　
電
話（
２
８
３
）０
９
６
４

　
甲
西
地
区 

河
野　
　
電
話（
２
８
２
）５
３
３
６

7 月 の 入 札 結 果
●市役所関係　お問合せ／管財契約課　TEL.282-6092
開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）
7月  6日 南アルプス市中部資源回収センター倉庫購入 桃園地内 清水工機㈱ 3,672,000
7月  6日 平成29年度情報系パソコンリース 小笠原地内 NTTファイナンス㈱東京営業部 7,565,400
7月10日 公共下水道管渠布設工事（十五所1工区） 十五所地内 ㈱川崎建設 48,060,000
7月10日 公共下水道管渠布設工事（鏡中條1工区） 鏡中條地内 ㈱三木工務所 21,384,000
7月10日 公共下水道管渠布設工事（小笠原2工区） 小笠原地内 河野土木㈱ 1,706,400
7月10日 八田13・161号線道路改良工事1工区 市内 ㈲手塚建材興業 22,032,000
7月10日 若草南小学校トイレ洋式化改修工事 藤田地内 ナカゴミ㈱ 4,860,000
7月10日 白根東小学校トイレ洋式化改修工事 西野地内 ㈲東設備 1,944,000
7月10日 白根源小学校トイレ洋式化改修工事 有野地内 ㈲鈴木設備工業 3,110,400
7月10日 若草中学校美術室床改修工事 加賀美地内 武山工業㈱ 2,948,400
7月10日 南アルプス市公共下水道全体計画・事業計画見直し業務委託 市内 日本水工設計㈱山梨事務所 14,580,000
7月14日 八田農業者健康管理センター解体工事 榎原地内 ㈲東昇興業 17,571,600
7月14日 南アルプス市庁舎西別館改修工事（電気設備工事） 小笠原地内 ㈲西川電気工事 19,278,000
7月20日 公共下水道管渠テレビカメラ調査及びマンホール目視調査業務委託 市内 クリーンヘルス㈱ 16,200,000
7月20日 南アルプス市消防団ポンプ車購入（白根分団第7部） 十五所地内 ㈲ヤマト商事 17,604,000
7月20日 南アルプス市消防団ポンプ車購入（白根分団第10部） 十五所地内 ㈲ヤマト商事 17,928,000
7月20日 公用車リース（観光商工課） 小笠原地内 ㈱ユニオックス 158,976
7月20日 公用車リース（管財契約課） 小笠原地内 ㈱トヨタレンタリース山梨 349,272
7月20日 公用車リース（教育総務課) 鮎沢地内 ㈱トヨタレンタリース山梨 117,180
7月20日 若草学校給食センター解体工事 寺部地内 ㈱エコ・フカサワ 42,098,400
7月24日 公共下水道管渠布設工事（有野1工区） 有野地内 ㈲清栄工業 8,856,000
7月24日 公共下水道管渠布設工事（鮎沢1工区） 鮎沢地内 ㈱今建 2,646,000
7月24日 市内区画線設置工事（1工区） 市内 ㈱フロンティアサイトー 3,326,400
7月24日 市内区画線設置工事（2工区） 市内 ㈱ニッコー保安施設 3,348,000
7月24日 南アルプス市中部資源回収センター新設消火栓設置工事 桃園地内 ㈲丸正住宅設備 1,317,600
7月24日 芦安高齢者コミュニティーセンター解体工事設計業務委託 芦安安通地内 ㈱土谷設計事務所 939,600
7月24日 八田高度農業者情報センター改修工事 榎原地内 ㈱秀和工務店 51,343,200
7月31日 白根東児童クラブ改築工事 西野地内 ㈱米山住研 104,220,000
7月31日 若草児童クラブ新築工事 寺部地内 ㈱ナカゴミ建設 95,904,000

●企業局関係　お問合せ／企業局総務課　TEL.282-2016
開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）
7月12日 上宮地第1配水池更新工事（第1期） 上宮地地内 ㈱横内 66,960,000
7月12日 消火栓新設工事（寺部工区） 寺部地内 ㈲鈴木設備工業 1,371,600
7月12日 低水圧改良に伴う配水管布設工事（有野工区） 有野地内 ㈲江藤工業所 1,166,400
7月12日 公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（鏡中條1工区） 鏡中條地内 ㈲江藤工業所 5,292,000
7月26日 公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（西野1工区） 西野地内 ㈲東設備 3,909,600
7月26日 公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（吉田1工区） 吉田地内 ㈲丸正住宅設備 8,402,400
7月26日 公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（六科1工区） 六科地内 三和住設㈱ 19,656,000
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